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人がつどい 未来に躍動する 世界都市・高松 

 

 

魅力のあるまちには、いろいろな人が集まります。 

 

人が集まるとつながりの環が生まれ、多様性のあるまちが形成されます。 

多様な個性の交流から、創造やイノベーションが始まり、まちは元気になります。 

 

元気なまちは活力にあふれ、様々な産業が振興し、好循環を繰り返していきます。 

そして、未来に向けて躍動するまちとなっていきます。 

 

元気なまちに住む人は、わがまちに誇りを持ち、愛着を感じ、 

住み続けたいと思います。 

 

暮らす人、訪れる人、それぞれがWell-being（※）な心地良さを感じるとき、 

高松は国内だけではなく、国外からも認知され、注目されるまちとなります。 

そんな魅力あふれる「世界都市」を高松は目指します。 

 

（※Well-being：心身ともに満たされた状態を表す概念） 
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第１章  まちづくりプランの概要  

 

１ 策定の趣旨 

 

人口減少、少子・超高齢化の進行、不安定な世界情勢、パンデミック、地震や豪

雨等の大規模災害の発生など、本市を取り巻く社会経済情勢は急激に変化し、対応

すべき課題は多岐にわたっています。 

このような複雑化・高度化する地域課題、行政課題に的確に対応し、市民一人一

人が自分らしく、心豊かな暮らしを実感でき、また、将来世代にも責任を持った持

続可能なまちづくりを着実に推進するため、令和６（２０２４）年度から令和１３

（２０３１）年度までの８年間を計画期間とする「第７次高松市総合計画」を策定

しました。 

「第１期高松まちづくりプラン」は、「第７次高松市総合計画」の最初の３年間の

実施計画として、施策の目指す姿や取組方針、主な事業を取りまとめたものです。 

プランの策定に当たっては、「第６次高松市総合計画」からの施策・事業の継続性

にも配慮しつつ、本市の実情に応じた人口減少対策・人口抑制対策を推進する新た

な事業にも着手し、戦略的で実効性があるものとなるよう取りまとめています。 

変化の激しい時代にあっても、未来を見据えて様々な課題に対応するため、社会

経済情勢・市民ニーズの的確な把握に努め、将来世代への負担についても慎重に検

討し、限られた人的資源や財源を有効活用できる実施計画とするものです。 
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２ 計画の位置付け 

 

実施計画「高松まちづくりプラン」は、基本構想「たかまつ未来ビジョン」に定

めた目指すべき都市像「人がつどい 未来に躍動する 世界都市・高松」と、まち

づくりの目標を実現するために掲げた４３の施策を重点的・戦略的に推進するため、

向こう３年間に実施する取組方針や主要事業等を示しています。 

また、総合計画に掲げる目標達成に向け、本プランを毎年度の施策や事業の取組

指針として、総合的で計画的な市政運営とまちづくりを推進していきます。 

 

≪ 基本構想（８か年） ≫   

     総合的・計画的なまちづくりや市政運営の根幹をなす計画 

（１）まちづくりの最上位計画 

（２）総合的・計画的な市政運営の方針 

（３）市民と行政が将来のまちづくりのイメージ・活動の方向性を共有する指針 

（４）国・香川県等の関係機関から尊重される地域の方針 

 

◆目指すべき都市像 

人がつどい 未来に躍動する 世界都市・高松 

 

      ◆まちづくりの目標 

       １ 誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち 

２ 人を育み、多様な生き方が尊重されるまち 

３ 魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち 

４ 安全・安心に暮らせるまち 

５ 都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち 

６ さまざまな主体がつながり、ともに力を発揮できるまち 

 

◆１７の政策 

◆４３の施策 

 

 

 

≪ 実施計画（３か年） ≫ 

基本構想に定めた施策を実現するための取組方針や具体的な事務事業等 

を示す計画 

 

 

「たかまつ未来ビジョン」 

「高松まちづくりプラン」 
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３ 計画の特徴 

  

  人口減少、少子・超高齢化の進行や急激な社会情勢の変化に対応していくため、

これからおおむね１０年間の取組が極めて重要になります。 

  「第７次高松市総合計画」では、目指すべき都市像として「人がつどい 未来に

躍動する 世界都市・高松」を掲げ、本市に、暮らす人、訪れる人、それぞれがウ

ェルビーイングな心地良さを感じ、国内だけではなく、国外からも認知され、注目

される「世界都市・高松」となるよう、市民の皆様とともに、確かな歩みを進めて

いかなければなりません。 

  本プランは、子育て、福祉、教育、産業等、各分野の行政サービスを総合的・確

実に実施することを基本として、将来にわたって必要なサービスを維持、向上させ

続けるために、複雑化・高度化する地域課題に対し、積極果敢に立ち向かい、未来

指向で実行する「成長戦略型の実施計画」として策定します。 

 

４ 計画の期間 

 

令和６（２０２４）年度から令和８（２０２６）年度の３年間です。 

本プランは、社会情勢の変化や国・香川県等の動向、市民ニーズ、事業進捗を的

確に把握し、基本構想の期間（８年間）を４期に分け、２年ごとに見直しを行うロ

ーリング方式とし、第４期まで計画を策定していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本構想（たかまつ未来ビジョン）

(
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン)

実
施
計
画

R6(2024) R7(2025) R8(2026) R9(2027) R10(2028) R11(2029) R12(2030) R13(2031)

見直し 見直し 見直し

第１期（３年間）

第２期（３年間）

第３期（３年間）

第４期（２年間）
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Plan
（計画）

Do
（実施）

Check
（評価）

Action
（改善）

５ 計画の進行管理 

 

総合計画を着実に実現していくためには、事業効果を検証し、限られた行政資源

（ヒト・モノ・財源）を効率的に配分することで、効果的に事業を推進していく必  

要があります。 

このため、本プランは、著しく社会経済情勢が変化する中、効果的・効率的な事

業運営を図るため、計画（Plan）・実施（Do）重視の事業展開から、評価（Check）・

改善（Action）に積極的に取り組み、ＰＤＣＡサイクルに従った進行管理を行いま

す。 

この進行管理では、数値化した成果指標等を設定し、各事務事業の施策への貢献

度を見定め、事業の必要性を検討した上で、成果の向上や事務事業のスクラップ・

アンド・ビルド、コスト縮減などを図り、費用対効果の最大化を目指します。 

  また、様々な立場の有識者で構成する「高松市総合計画推進会議」を設置し、取

組の効果検証や見直しの必要性について、広く意見を聴取しながら、適切な進行管

理を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民満足度等の状況
（各種アンケート，
パブリックコメント手続等）
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６ 財政状況 
 
（１）決算概況 
一般会計は、多くの大型建設事業が終了したことに伴い、平成２９（２０１７）

年度以降、減少傾向にありましたが、令和２（２０２０）年度は、新型コロナウ
イルス感染症への対応などにより３年ぶりに大幅に増加し、その後は、２年連続
で減少しています。 
令和２（２０２０）年度に、新型コロナウイルス感染症緊急経済対策である特

別定額給付金給付事業や新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事
業の実施などに伴い、歳出とこれらの事業に関する国庫支出金等の歳入が大幅
に増加しました。 
また、プライマリーバランスは、おおむね改善傾向にあり、令和４（２０２２）

年度は、市債の借入が減少し、繰上償還などにより公債費が増加したため、大幅
に改善しています。 

 
（２）中期財政収支の見通し 
 安定した健全財政を運営していくためには、将来を見据えた財政収支見通し
を踏まえる必要があり、令和６（２０２４）年度から令和８（２０２６）年度ま
での中期財政収支見通しを一般財源ベースで試算したところ、３年間の財源不
足額は、約１８４億円が見込まれています。 
その要因としては、歳入において、市税収入が、堅調に推移するものの、一般

財源総額の大幅な増加は見込めない一方、歳出においては、エネルギー・食料品
価格等の物価高騰への対応を始め、子ども・子育て支援施策の充実、医療・介護
等の社会保障給付や老朽化施設の更新・修繕経費の増加などが見込まれている
ことによるものです。 
このため、歳出全般を大幅に抑制しなければならない厳しい状況であり、より

積極的に自主財源の確保を図りながら、本市の総力を挙げて、更なる財源不足の
解消に取り組むことが求められています。 
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《決算概況》 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《中期財政収支の見通し》 
 

 

- 7 -　



 

- 8 -　
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デジタル田園都市国家構想の実現に向けた   

たかまつ創生総合戦略    
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第２章  デジタル田園都市国家構想の実現に向けたたかまつ創生総合戦略  

 

１ 第 7 次高松市総合計画とデジタル田園都市国家構想総合戦略との関係 

 

 デジタル田園都市国家構想総合戦略は、「デジタル田園都市国家構想基本方針」

（令和４年６月７日閣議決定）で定めた取組の方向性に沿って、デジタル田園都

市国家構想が目指すべき中長期的な方向について、達成すべき重要業績評価指

標（ＫＰＩ）と併せて示し、また、構想の実現に必要な施策の内容やロードマッ

プ等を示すものとして、令和５（２０２３）年度を初年度とする５か年の戦略と

して新たに策定されました。 

 また、地方においては、まち・ひと・しごと創生法（平成２６年法律第１３６

号 。以下「法」という。）第９条、第１０条に基づき、国の総合戦略を勘案し、

市町村まち・ひと・しごと創生総合戦略（以下「地方版総合戦略 」という。）を

策定するよう努めなければならないこととされており、特にデジタルの力を活

用するために必要なデジタル実装の基礎条件整備の取組を推進し、地方の社会

課題解決や魅力向上の取組の深化・加速化を図ることとされています。 

本市においては、これまで、人口減少対策を戦略的に実施するため、第１期た

かまつ創生総合戦略（平成２７（２０１５）年度～令和元（２０１９）年度、以

下「第 1 期総合戦略」という。）と第２期たかまつ創生総合戦略（令和２（２０

２０）年度～令和６（２０２４）年度、以下「第 2 期総合戦略」という。）に基

づく事業に取り組んできました。 

 一方で、総合計画と総合戦略は、アプローチの視点は異なるものの、いずれも

共通の将来都市像を実現するための計画であることを踏まえ、「第２期総合戦略」

に掲げる２つの戦略と５つの基本目標に基づく施策は、総合計画の６つのまち

づくりの目標を推進する施策に引き継ぐことで、本プランを、「法」に規定する

「地方版総合戦略」としても位置付け、人口減少、少子・超高齢化などの課題の

克服に向けて、デジタルの力を活用しながら地方創生に取り組みます。 
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２ これまでの地方創生の成果と課題 

 

 「第２期総合戦略」では、本市の課題を踏まえた上で、恵まれた風土と地理的

優位性や都市機能、多様な資源を活用し、産業の振興や起業・創業の支援、観光・

ＭＩＣＥの振興など、本市の更なる魅力の創出を図りつつ、「地域共生社会の構

築」、「コンパクト・プラス・ネットワークのまちづくり」、「スマートシティの推

進」に関する施策を柱として重点的に取り組んできました。 

 また、「人口減少を抑制する戦略」と「人口減少社会に対応する戦略」の２つ

の戦略、「創造性豊かで人間中心のまちを創る」や「若者から選ばれるまちを創

る」など、５つの基本目標を設定し、８つの目標項目と目標値を掲げ、各種施策

を推進してきました。 

その後、新型コロナウイルス感染症等の影響により、策定時の実績値を下回る

項目がある中で、「１年間の転入と転出の差」は、令和３（２０２１）年に初め

て社会減となったものの、翌年には、社会増に転じ、また、「本市の主な観光施

設等利用者数」と「公共交通機関利用率」についても大幅に改善しており、行動

制限が緩和され、事業が本格化したことで、一定の成果が表れてきています。 

一方で、「１５歳から３９歳の人口の割合」は、目標値を上回っているものの、

減少傾向にあり、「出生数」も減少を続け、令和４（２０２３）年に初めて    

３，０００人を下回ったため、一層の人口減少対策が求められています。 
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また、令和５年１２月に国立社会保障・人口問題研究所が公表した「地域別将

来推計人口（令和５年推計）」においては、本市の将来推計人口が下方修正され、

令和３２（２０５０）年時点の推計値は、平成２９（２０１７）年の推計値から

約１５，０００人減少しており、今後、人口減少局面がより深刻な状況となるこ

とが見込まれています。 

 

これらの状況を踏まえ、本市が「魅力を感じ、住んでみたい、住み続けたいと

思えるまち」となるよう、これまで推進してきた総合戦略について、より効果的

かつ大胆な施策・事業に取り組む必要があります。 
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３ 重要目標達成指標（ＫＧＩ）と各施策の重要業績評価指標（ＫＰＩ） 

 

 今後、より一層深刻化する人口減少局面を打開していくためには、交流人口・

関係人口等を含め、実質５０万人規模の都市となることを念頭に、総合計画に掲

げる目指すべき都市像「人がつどい 未来に躍動する 世界都市・高松」の実現

を目指す必要があります。 

 このため、本プランでは、基本構想「たかまつ未来ビジョン」において、取組

の成果を見える化するために設定した５つの数値目標を、総合戦略の成果指標

（重要目標達成指標（ＫＧＩ））としても位置付けます。 

 また、重要目標達成指標（ＫＧＩ）の達成度を把握し、評価するための指標と

して重要業績評価指標（ＫＰＩ）を設定します。 

全ての事務事業を着実に推進することで、デジタル田園都市国家構想総合戦

略の実現を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＫＧＩ：Key Goal Indicator の略。 

    取組の最終的な成果を定量的に評価するための指標。 

 

ＫＰＩ：Key Performance Indicator の略。 

達成すべき目標に対し、どれだけの進捗がみられたかを中間的に評価す 

るための定量的な指標。 
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第３章 

施策の方針              
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目指すべき都市像 まちづくりの目標

まちづくりの目標

まちづくりの目標

まちづくりの目標

まちづくりの目標

まちづくりの目標

6

5

4

3

2

1

人を育み、多様な生き方が尊重されるまち

誰もが自分らしく健やかに暮らせるまち

魅力ある資源をいかし、都市の活力を創造するまち

安全・安心に暮らせるまち

都市機能と自然が調和し、快適さと利便性を兼ね備えたまち

人

が

つ

ど

い

　

未

来

に

躍

動

す

る

　

世

界

都

市

・

高

松

まちづくりの基本方針

選

ば

れ

る

ま

ち

づ

く

り

持

続

可

能

な

ま

ち

づ

く

り

協

働

に

よ

る

ま

ち

づ

く

り

さまざまな主体がつながり、ともに力を発揮できるまち
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政策 施策

1 1

2

2 1

2

3

4

3 1

2

政策 施策

1 1

2

2 1

2

3 1

2

政策 施策

1 1

2

3

2 1

2

3

3 1

2

政策 施策

1 1

2

2 1

2

3

3 1

2

3

4

政策 施策

1 1

2

2 1

2

3 1

2

政策 施策

1 1

2

3

4

2 1

2

生涯学習の推進

個性を伸ばし、一人ひとりが輝く教育の充実 学校教育の充実

子どもが健やかに生まれ育つ社会の形成 子育て支援の充実

子どもの成長への支援

障がい者福祉の充実

生活におけるセーフティネットの確保

支え合う福祉社会の形成 地域共生社会の構築

心身ともに健康に暮らせる社会の実現 健康づくりの推進

医療体制の充実

高齢者福祉の充実

就業環境の充実

学びを支援する教育環境の充実

人と活力であふれる産業の振興 商工業の振興

農林水産業の振興

多様性を尊重する社会の確立 人権尊重・平和意識の普及・高揚

誰もが活躍できる環境の形成

生涯にわたり学べる社会の実現 家庭・地域の教育力の向上

定住人口の拡大

文化芸術・スポーツの振興 文化芸術の創造と継承

地域活力の創造 高松ブランドの向上

観光振興と交流の推進

災害・パンデミックに強い社会の形成 防災・減災対策の充実

スポーツの振興

安全・安心な暮らしの確保

生活衛生の向上

健康危機への対応力の強化

安全・安心が守られる社会環境の充実 消防・救急体制の充実

景観形成の推進

汚水対策の推進

暮らしを支える生活環境の向上 居住環境の充実

道路・橋りょうの整備

交流・連携を支える都市交通の充実 地域交通ネットワークの充実

広域交通ネットワークの充実

機能性の高い都市空間の形成 コンパクトシティの推進

中心市街地の活性化

参画・協働の推進

環境と共生する脱炭素社会の実現 ゼロカーボンシティの実現

循環型社会の形成

自立的で推進力のある行財政運営の確立 スマートシティの推進

行財政運営の基盤強化

離島の振興

連携の推進

地域社会を支える連携・協働の推進 地域コミュニティの自立・活性化
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 子育て支援の充実（施策 1-1-1） 

 

【目指す姿】 

妊娠期からの切れ目のない子育て支援や多様な市民ニーズに対応した子育て環

境が充実し、安心して子どもを産み育てています。 

 

＜取組方針＞ 

妊娠期からの子育て支援（1111）  

妊娠・出産・育児等に対する不安を解消し、安心して子どもを産み育てられるよ

う、妊産婦への健康診査や親子の健康相談など、妊娠期から子育て期までの切れ目

のない包括的な支援や地域の身近な場所で子育て中の親子が集うことができる居場

所の整備を行います。 

また、子どもの医療費の助成などの各種助成制度による経済的な支援の充実な

ど、子育て家庭に対するサポート体制の充実に取り組みます。 

 

子育て環境の充実（1112） 

共働き世帯の増加や保護者の就業形態・就労時間の多様化に対応し、子育てと仕

事の両立を支援するため、保育士の確保などによる待機児童の解消、一時預かりや

病児保育等の保育サービスの充実、放課後児童クラブの拡充などに取り組みます。 

また、使いやすく安全・安心な教育・保育の環境を確保するため、トイレの洋式

化や長寿命化改修など、教育・保育施設の整備を行います。 

  

- 18 -　



【成果指標】 

指標名 
現況値 

（R4） 

目標値 

（R8） 
目指す方向 

産後２か月までの産婦・乳児に対する相談支援率 99.5％ 100％ ⇧ 

保育施設等の待機児童数 19 人 0 人 ⇩ 
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子どもの成長への支援（施策 1-1-2） 

 

【目指す姿】 

子どもの発達段階に応じた心身の成長への支援や包括的な相談支援、社会全体で

の見守りにより、全ての子どもが、子どもらしく、健やかに成長しています。 

 

＜取組方針＞ 

心身の成長への支援（1121） 

子どもの健康と発育を確認するため、乳幼児に対する健康診査を実施し、疾病の

早期発見や発達状況の把握など、発達段階に応じた支援に取り組みます。 

また、子どもの豊かな人間性を育むため、教育・保育施設に対し、絵画や造形等

の専門家である芸術士や運動遊びを指導するスポーツ士を派遣し、幼児期からの子

どもの創造力や運動習慣の形成などに取り組みます。 

さらに、子どもが安全・安心して集うことのできる居場所や様々な体験・交流の

機会が提供できるよう、放課後子ども教室や子ども食堂、こども未来館等を活用し

た、子どもの成長段階に応じた健全な遊びと学びの機会や居場所の充実に取り組み

ます。 

 

配慮を要する子どもへの支援（1122） 

子育てや複雑化する家庭内の問題に関し、ＳＯＳを発信しづらい孤立した子ども

や家庭を支援するため、児童相談体制の充実強化やヤングケアラーへの支援を行い

ます。 

また、社会福祉協議会や民生委員、事業者等と連携を図りながら、地域における

子どもの見守り体制を構築します。 

さらに、発達障がいがある子どもや医療的ケアを必要とする子どもが、安心して

教育・保育施設を利用し、成長・自立していくため、支援員の配置など、教育・保

育施設の受入体制の充実に取り組みます。 
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【成果指標】 

指標名 現況値 
目標値 

（R8） 
目指す方向 

１歳６か月児健康診査の受診率 96.7%(R3) 97.0% ⇧ 

身近に子育ての相談ができるところがある

と感じている市民の割合 
— 60.0％ ⇧ 
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地域共生社会の構築（施策 1-2-1） 

 

【目指す姿】 

地域住民が世代や介護・障がい・子育て等の分野を超えてつながり、助け合い

ながら、一人一人が生きがいを持って暮らしています。 

 

＜取組方針＞ 

包括的な支援体制の充実（1211） 

住み慣れた地域で介護や育児等の困りごとを抱えている人に対し、民生委員や基

幹相談支援センター等の専門支援機関と連携した支援を行うため、「まるごと福祉相

談員」の配置や「つながる福祉相談窓口」の設置に取り組みます。 

また、多様化、複雑化する福祉ニーズに対し、分野を超えて一体的に地域で支え

合えるよう、高齢者等に対する生活支援等の地域サービスを提供する担い手の確

保・育成に向けた活動の支援など、社会福祉関係団体や地域の関係者がつながり、

支え合う体制づくりを推進します。 

 

地域福祉を支える環境の充実（1212） 

一人暮らし高齢者や障がい者、登下校時の子ども等、支援を必要とする人を地域

全体で支えられるよう、民生委員・児童委員の充足や資質の向上に取り組みます。 

また、災害が発生した時に、円滑・迅速な避難を図るため、高齢者や障がい者

等、自力で避難することが難しく、支援を必要とする人の名簿（避難行動要支援者

名簿）、また、その名簿に基づき、一人一人の避難場所や避難方法、避難支援者等

を、あらかじめ決めておくための計画（個別避難計画）の作成を促進します。 

さらに、支援を必要とする人が各種福祉施設や自宅で質の高い安定した福祉サー

ビスの提供が受けられるよう、引き続き、社会福祉法人等に対して、相談や指導監

督等を行い、社会福祉法人等の適正な運営を促進します。 
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【成果指標】 

指標名 現況値 
目標値 

（R８） 
目指す方向 

アウトリーチにより地域で課題を抱える人に対応し

た件数 

731 件

（R4） 
916 件 ⇧ 

共助の体制が構築されている地域の割合 ― 29.5％ ⇧ 
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高齢者福祉の充実（施策 1-2-2） 
 

【目指す姿】 

 高齢者が、住み慣れた地域で、自分らしく生きがいのある充実した生活を送るこ

とができるよう、地域全体で支える環境が整い、安心して暮らしています。 

 

＜取組方針＞ 

介護予防の推進（1221） 

高齢者が、食事や歩行等の基本的な身体機能を維持し、住み慣れた地域で自分ら

しく安心して暮らし続けていけるよう、介護予防に関する情報の発信や生活を支え

る支援の充実、生活習慣病・フレイル予防の取組を推進します。 

また、介護予防や健康増進、子どもを交えた世代間交流の場など、高齢者が気軽

に集うことができる居場所づくりの活動の支援を行います。 

 

生活支援サービスの充実と社会参加の促進（1222） 

医療と介護の両方を必要とする状態の高齢者が、孤立することなく住み慣れた地

域で生活することができるよう、医療・介護分野の関係機関の連携強化や地域住民

等による高齢者の見守り、住民主体の支え合いサービスの提供体制の整備を支援し

ます。 

また、高齢者が、それぞれの生き方や介護ニーズに適合した住まいを選択できる

よう、安全に安心して暮らし続けることができる住まいの情報発信に取り組みま

す。 

さらに、高齢者の総合相談窓口である地域包括支援センターの運営を継続的・安

定的に行うため、民間活力をいかし、サービスの充実を図ります。 

 

認知症対策の推進（1223） 

認知症になっても住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けることができる社会の

実現に向けて、認知症サポーター養成講座の開催による認知症に関する正しい理解の

増進、相談支援体制の充実、認知症の早期発見、適切な医療や介護に結び付けるため

の支援、財産管理や日常生活に不安がある人の権利擁護の推進など、認知症の人とそ

の家族への支援に取り組みます。 
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【成果指標】 

指標名 現況値 
目標値 

（R8） 
目指す方向 

介護・支援を必要としていない高齢者の割合 

（自立高齢者率） 
78.8％(R5) 78.8％ ⇧ 

認知症サポーター養成講座受講者数（累計） 
55,850 人

（R4） 
66,700 人 ⇧ 
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障がい者福祉の充実（施策 1-2-3） 
 

【目指す姿】 

障がいのある人に対する市民の理解が深まり、障がいのある人もない人も、お

互いに人格と個性を尊重し合いながら暮らしています。 

 

＜取組方針＞ 

自立の促進（1231） 

障がい者が適切な意思決定等を行い、その人らしい自立した生活が送れるよう、

相談支援体制や提供するサービスの充実、雇用・就労環境の整備など、一人一人の

特性に配慮した適切な支援を行います。 

また、基幹相談支援センターや高松圏域自立支援協議会等の関係機関と連携を図

りながら、障がい者のライフステージに応じた相談、体験の機会・場の提供、緊急

時の受入れ、専門人材の確保・育成、地域の体制づくりなど、様々な支援を切れ目

なく提供できる体制を構築します。 

 

社会活動への参加促進（1232） 

障がい者がその有する能力を最大限に発揮し、より積極的に社会活動に参加する

ことができるよう、就労の機会の提供や多様なコミュニケーション手段の普及・利

用の促進、スポーツや文化芸術活動への参加の機会の提供を行います。 

また、障がい者が日常生活や社会生活を送る上で障壁となる要因を取り除き、障

がい者が地域で安全・安心に暮らせるよう、事業者等と連携を図りながら、障がい

を理由とした差別の解消、点字メニュー、簡易スロープ、手すりの設置など、合理

的配慮の提供を推進します。 
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【成果指標】 

指標名 
現況値 

（R4） 

目標値 

（R8） 
目指す方向 

障害福祉サービス等を活用した人の割合 52.0％ 60.0％ ⇧ 

障害福祉施設から一般就労への移行人数 67 人 86 人 ⇧ 
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生活におけるセーフティネットの確保（施策 1-2-4） 
 

【目指す姿】 

様々な事情により生活に困窮している人が、社会保障制度に基づき、安心して

日々の暮らしを送っています。また、経済的な困難を抱える人が、個々の状況に

応じた支援制度等により自立した生活を送っています。 

 

＜取組方針＞ 

公的保険制度の適正な運営（1241） 

市民が安心して医療・介護サービスを利用することができるよう、国民健康保険

と介護保険における保険料の賦課・徴収や保険給付を適正に行います。 

また、高齢者が住み慣れた地域で充実した生活を送ることができるよう、香川県

後期高齢者医療広域連合と連携し、高齢者の健康づくりと介護予防の取組を一体的

に実施します。 

さらに、市民が必要とする公的保険制度の給付を受けることができるよう、医療

保険、介護保険、国民年金に関する制度内容について、積極的に周知啓発を行いま

す。 

 

生活困窮者への自立支援の充実（1242） 

経済的な理由により、生活困窮の状態にある市民が、早期に自立することができ

るよう、ハローワーク高松等の関係機関と連携した就労支援や住居確保の支援、学

習環境が整っていない子どもに対する学習環境の提供支援などに取り組みます。 

 また、生活困窮者が健康や家計等の管理・改善を図ることができるよう、生活習

慣や日常生活の相談、必要な情報提供など、専門的な助言・指導を行います。 

 

生活保護制度の適正な運用（1243） 

生活保護受給者の早期の経済的自立を支援するため、ハローワーク高松等の関係

機関と連携を図りながら、一人一人の実情に応じて支援計画を作成するなど、きめ

細かな相談・支援ができる体制の充実に取り組みます。 

また、高齢や病気等で経済的な自立が困難な人が、地域で安心して生活すること

ができるよう、困窮の程度に応じて必要な保護を行い、国が定める健康で文化的な

最低限度の生活保障に取り組みます。 

 

 

 

- 28 -　



 

【成果指標】 

指標名 
現況値

（R4） 

目標値 

（R8） 
目指す方向 

国民健康保険の被保険者１人当たりの保険給付費 398 千円 431 千円 ⇩ 

就労支援をした生活困窮者のうち、就労につなが

った人、収入が増加した人の割合 
57.6% 75.0% ⇧ 
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健康づくりの推進（施策 1-3-1） 
 

【目指す姿】 

市民一人一人が自分や家族の健康の大切さを認識し、ライフステージ、ライフ

スタイルに応じた健康づくりに主体的に取り組むことで、健康寿命が延び、生涯

を通じて健康的な生活を送ることができています。 

 

＜取組方針＞ 

健康増進のための環境整備（1311） 

市民が主体的に心身の状態に応じた健康づくりに取り組むことができるよう、健

康状態の把握や健康に関する正しい知識の習得など、健康づくりに関する意識啓発

に取り組みます。 

また、市民が健康的な日常生活を送ることができるよう、メタボリックシンドロ

ーム、メンタル面の不調、ロコモティブシンドローム等、健康課題に対する意識啓

発や健康教育・相談の体制の充実に取り組みます。 

 

生活習慣病の予防対策の充実（1312） 

市民の健康的な生活習慣への意識を高め、その実践につなげていくため、各種健

（検）診の受診の必要性について、継続的に意識啓発に取り組みます。 

また、がん、循環器疾患、糖尿病、ＣＯＰＤを始めとする生活習慣病の発症・重

症化を予防するため、市民が自身の健康状態を自覚し、生活習慣を改善する自主的

な取組を継続的に行うことができるよう、食事や運動など生活習慣の改善の啓発に

取り組みます。 
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【成果指標】 

指標名 現況値 
目標値 

（R8） 
目指す方向 

運動習慣がある市民の割合 — 36.9％ ⇧ 

自分が健康と感じている市民の割合 

（主観的健康観の維持向上率） 
77.7％(R5) 80.0％以上 ⇧ 
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医療体制の充実（施策 1-3-2） 
 

【目指す姿】 

夜間・休日の初期医療や救急医療を含む地域医療体制が維持され、適切な医療

を受けられる機会が確保されています。また、市民が医療体制を理解し、適切な

受診行動をとっています。 

 

＜取組方針＞ 

地域医療体制の充実（1321） 

市民の健康と暮らしの安全を守るため、高松市医師会等の関係機関と連携を図り

ながら、持続可能な地域医療体制を維持します。 

また、患者が安全に安心して医療機関等を受診することができるよう、医療機関

等へ立入検査を行い、人員配置の状況や施設の構造等が不適正な場合は、指導等を

通じて改善を図ります。 

さらに、医薬品、医療機器等の品質や有効性、安全性を確保し、安全に使用でき

るよう、許認可申請・届出時と立入検査時における指導を徹底します。 

 

救急医療体制の充実（1322） 

休日・夜間において急病患者へ適切な医療を提供することができるよう、夜間急

病診療所の適切な運営、休日診療を行う在宅当番医の確保、夜間における重症患者

の受入体制の確保などに取り組みます。 

また、救急医療機関の負担軽減を図るため、市民に対し、症状に応じた適切な受

診を促す啓発活動やかかりつけ医への受診の推奨を行います。 

 

市立病院の充実（1323） 

みんなの病院において、持続可能で質の高い医療提供体制を構築するため、地域

の医療機関との機能分化・連携強化の推進や救急医療、がん医療、感染症医療、災

害時における医療、地域包括ケア等の後方支援機能を強化します。 
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【成果指標】 

指標名 現況値 
目標値 

（R8） 
目指す方向 

立入検査を行った医療施設のうち、違反が

認められた施設の割合 
22.7%(H31) 22.0% ⇩ 

地域医療機関からみんなの病院への紹介率 73.6％（R4） 75.0％ ⇧ 
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学校教育の充実（施策 2-1-1） 
 

【目指す姿】 

子ども一人一人の個性に応じた教育が行われ、確かな学力、豊かな心、健やか

な体、ふるさとへの誇りと愛着が備わっています。 

 

＜取組方針＞ 

確かな学力と個性を伸ばす教育の推進（2111） 

子どもが生活の様々な場面で知識・技能等を活用する力や総合的な学力の向上を

図るため、小・中・高等学校において、学習指導要領等の趣旨に沿った教育課程の

編成やデジタル技術を活用した指導に取り組みます。 

また、主体的に社会に関わることができる子どもを育成するため、小・中・高等

学校教育の充実により、子ども一人一人が直面する課題や社会課題に対応した教育

を行います。 

 

豊かな心と健やかな体を育む教育の推進（2112） 

子どもがお互いの考えを尊重し、他者との対話や協働を通じて、より良い方向を

目指す力や豊かな人間性を育むため、小・中・高等学校での道徳教育、人権教育、

ふるさと教育を充実します。 

また、主体的に地域社会に関わることができる子どもの育成や子どもの社会的・

職業的自立に必要な基盤となる「基礎的・汎用的能力」の育成を図るため、職場体

験活動やものづくり体験等、社会体験活動の機会の提供、子ども一人一人の発達を

踏まえたキャリア教育を行います。 

さらに、子どもの体力の向上や心身の健康の保持・増進を図るため、学校が作成

する子どもの体力の向上に向けた計画（体力向上プラン）の効果的な活用、部活動

の運営支援、学校給食を通じた食育の推進に取り組みます。 
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【成果指標】 

指標名 
現況値 

（R4） 

目標値 

（R8） 
目指す方向 

学校に行くのが楽しいと思う子どもの割合 76.5％ 77.6％ ⇧ 

児童が体育の授業以外で運動する時間 

（1日当たり） 
60 分／日 64 分／日 ⇧ 
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学びを支援する教育環境の充実（施策 2-1-2） 

 

【目指す姿】 

学校施設と教育機器等が十分に整備され、子どもたちに安全・安心な環境や効

果的な学習機会が提供されています。また、教員の働き方改革が進み、研修の受

講や子どもとのコミュニケーションに十分な時間が取れています。 

 

＜取組方針＞ 

学校教育施設の充実（2121） 

学校教育施設の適切な維持管理と長寿命化を図り、良好な教育環境を維持するた

め、中・長期的な整備計画に基づき、効果的で効率的な学校教育施設の整備に取り

組みます。 

また、子どもと教員のＩＣＴ活用能力の向上を図り、子ども一人一人の特性に応

じた指導を行うため、小・中・高等学校の一人一台端末や電子黒板の配備、ＩＣＴ

支援員の配置など、子どもが様々な場面でＩＣＴを活用できる環境を整備します。 

 

安全対策と教育機能の充実（2122） 

子どもが安全・安心で快適な学校生活を送ることができるよう、学校、家庭、地

域、警察等と連携を図りながら、通学路の安全確保や大規模災害を見据えた防災教

育、避難訓練等に取り組みます。 

また、子ども一人一人の状態や特性、心身の発達の段階に応じて支援をすること

ができるよう、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーの配置、特別

支援教育の推進、不登校児童等への支援の充実、医療機関や社会福祉関係団体等と

連携した学校運営体制の構築などに取り組みます。 

 

教員の資質向上と教育指導体制の充実（2123） 

子ども一人一人に向き合い、子どもの学びや成長を支える役割を果たすため、教

員の長時間労働を解消するなど、教員の働き方改革を推進します。 

また、教員が学校教育現場における課題に適切に対応する能力を身に付けるた

め、教員が自主的に学べる研修プログラムや教育課題に対応した研修を行います。 
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【成果指標】 

指標名 現況値 
目標値 

（R8） 
目指す方向 

ＩＣＴを活用して授業を行っている教員の

割合 

91.3％ 

(R5) 
97.0％ ⇧ 

大規模災害等を想定した避難訓練を行って

いる学校の割合 

57.9％

（R4） 
82.6％ ⇧ 
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家庭・地域の教育力の向上（施策 2-2-1） 

 

【目指す姿】 

学校・家庭・地域がそれぞれの立場から子どもの教育に責任を持ち、相互に連

携・協働しながら、健全な子どもの育成や見守りが行われています。 

 

＜取組方針＞ 

学校・家庭・地域の連携・協働の推進（2211） 

 社会全体で子どもを育てる環境を構築するため、学校と地域住民の連携による学

校運営、ボランティア活動、自然体験活動、課外学習活動等を推進します。 

また、学校・家庭・地域をつなぐコーディネーターの養成や子ども会活動の活性

化に取り組みます。 

さらに、保護者が安心して子育てや家庭教育を行うことができるよう、家庭での

望ましい生活習慣、子どもとの接し方などに関する情報発信、学習機会の提供など

に取り組みます。 

 

青少年の健全育成の推進（2212） 

 青少年の非行の未然防止や地域の見守り力の向上のため、学校・地域・市民活動

団体と連携し、効果的な情報提供や補導活動の充実、健全育成活動の担い手の育成

などに取り組みます。 

また、ＳＮＳに起因する犯罪やいじめ等から子どもを守るため、保護者と子ども

に対し、スマートフォン・ＳＮＳの利用に関する情報モラルの向上などの啓発活動

に取り組みます。 
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【成果指標】 

指標名 現況値 
目標値 

（R8） 
目指す方向 

学校・家庭・地域が連携・協働している小学校

の割合 

91.5％

（R4） 
97.9％ ⇧ 

市民活動団体と健全育成団体が連携できた地域

数（累計） 

３地域

（R5） 
24 地域 ⇧ 
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生涯学習の推進（施策 2-2-2） 

 

【目指す姿】 

市民一人一人が、それぞれの学習ニーズに応じてスキルアップや学び直しを行

っています。また、それぞれの学びの成果を地域課題の解決などに積極的にいか

しています。 

 

＜取組方針＞ 

学習機会の充実（2221） 

市民のライフスタイルやニーズに応じた多様な学習機会を提供するため、生涯学

習センター・コミュニティセンター等での学習や夜間教室、スマートフォン等を活

用したオンライン講座の開催などに取り組みます。 

また、市民が学びの成果を身近な地域で幅広くいかすことができるよう、成果発

表の機会の提供や情報発信の充実に取り組みます。 

 

学習施設・機能の充実（2222） 

市民の生涯学習環境の充実と利用の促進を図るため、生涯学習センターの学習プ

ログラムの充実やＩＣＴ機器の導入、一部のスペースの無料開放などに取り組みま

す。 

また、図書館においては、市民の幅広い読書活動を促進するため、子ども読書ま

つり等の各種行事の開催、誰もが時間的・空間的制約を受けることなく利用できる

電子図書等のデジタルツールの構築などに取り組みます。 

 

 

  

- 40 -　



【成果指標】 

指標名 
現況値 

（R4） 

目標値 

（R8） 
目指す方向 

生涯学習センターとコミュニティセン

ターの講座の参加者数 
72,733 人 92,000 人 ⇧ 

市民１人当たりの図書館資料の貸出数 5.9 冊 6.9 冊 ⇧ 
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人権尊重・平和意識の普及・高揚（施策 2-3-1） 
 

【目指す姿】 

市民一人一人が当事者意識を持って人権尊重の理念を正しく理解し、自らも差

別や偏見を受けることなく暮らしています。また、戦争の悲惨さと平和の尊さを

理解し、平和意識が醸成されています。 

 

＜取組方針＞ 

人権啓発の推進（2311） 

差別や偏見のない社会を実現するため、国・香川県等と連携を図りながら、人権

に関するイベントや講演会、パネル展等の開催、職員や企業等への人権研修の実施

など、あらゆる機会をとらえた啓発活動に取り組みます。 

また、人権教育・啓発の拠点である文化センター（隣保・児童館）を活用して、

現地研修会の開催や文化祭等による交流促進、教育・就労等に関する相談体制等の

充実に取り組みます。 

 

人権教育の推進（2312） 

子どもが人権に対する正しい理解と人権感覚や人権問題の解決に向けた能力を身

に付けられるよう、学校・家庭・地域が連携を図りながら、フィールドワークやグ

ループ学習等を取り入れた実践的な授業を行います。 

また、教職員の資質と指導力の向上や子どもを取り巻く家庭・地域の人権意識の

更なる醸成を図るため、人権に対する正しい理解と人権感覚の研鑽につながる研修

会の開催などに取り組みます。 

 

平和意識の普及啓発（2313） 

戦争のない、平和な社会の構築に対する市民意識の向上のため、啓発イベントの

継続的な実施や広報誌の発行、平和記念館での平和学習の充実、デジタル技術を活

用した効果的な学習機会の提供などに取り組みます。 

また、戦争の記憶の風化を防止し、戦争を知らない世代に戦争の悲惨さと平和の

尊さを伝えるため、市民活動団体と連携を図りながら、遺品・資料等の保存収集や

展示、戦争体験の継承に取り組みます。 
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【成果指標】 

指標名 現況値 
目標値 

（R8） 
目指す方向 

人権啓発イベント参加者の人権問題の理解度 
97.7％

(R3) 
99.0％ ⇧ 

平和意識啓発イベント参加者の平和意識の向上度 — 95.0% ⇧ 
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誰もが活躍できる環境の形成（施策 2-3-2） 

 

【目指す姿】 

性別や障がいの有無、国籍等にかかわらず、誰もが対等な関係を築き、地域の

中で共生しながら、全ての人が個性と能力を十分発揮しています。 

 

＜取組方針＞ 

男女共同参画の推進（2321） 

男女が共に活躍する社会環境を構築するため、固定的な性別役割分担意識を解消

し、無意識の思い込みによる偏見が生じることがないよう、男女双方の意識改革の

促進を図ります。 

また、働く場における女性の活躍を推進するため、出産・育児と仕事の両立や方

針決定過程への女性参画の拡大、出産・育児等により離職した女性に対する学習機

会の提供など、企業等の積極的な取組の促進や女性の継続就業・再就職の支援を行

います。 

 

ユニバーサルデザインの普及啓発（2322） 

年齢や性別、障がいの有無、国籍の違いに関係なく、誰もが快適に生活すること

ができるよう、市民、事業者、市民活動団体等と連携を図りながら、ユニバーサル

デザインについての理解の促進や地域・職場で率先して周りの人に配慮のある行動

ができる人材の育成などに取り組みます。 

 

多文化共生の推進（2323） 

新しい在留資格の創設や国際化の進展等による在住外国人の増加に対応するた

め、専門職員による通訳・翻訳等の支援や多言語対応のホームページ・電子書籍版

「広報高松」等による情報提供の充実を図り、在住外国人が住みやすい環境づくり

を推進します。 

また、国籍の違いに関わらず、市民同士の相互理解を促進するため、在住外国人

と地域住民との交流イベントの開催や日本語の習得支援など、在住外国人が地域行

事に参画する機会や支援の充実に取り組みます。 
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【成果指標】 

指標名 現況値 
目標値 

（R8） 
目指す方向 

女性の社会進出が進んだと思う市民の割合 — 75.0％ ⇧ 

多文化共生が重要と考える市民の割合   — 60.0％ ⇧ 
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商工業の振興（施策 3-1-1） 

 

【目指す姿】 

 本市の活力ある中小企業等が国内外で広く活動し、地域経済が活性化していま

す。また、企業の立地、意欲のある事業者による起業・創業が活発に行われ、産

業の高度化や雇用機会の拡大が実現しています。 

 

＜取組方針＞ 

中小企業等の育成・振興（3111） 

本市経済の持続的な発展のため、国、香川県、経済団体、大学、金融機関等と連

携・協力を図りながら、中小企業等の経営基盤の強化や人材の確保・育成、新分野

への挑戦、創意工夫による経営革新などに対する支援を行います。 

また、デジタル技術の進展など、経営環境の変化に対応できるよう、生産性の向

上や経営課題の解決、新たなビジネスの創出などに取り組む中小企業等の支援を行

います。 

 

企業誘致・立地の推進（3112） 

企業立地を更に促進するため、各種助成制度の充実を図りながら、企業誘致専門

員を中心とした立地手続等のワンストップサービスでの支援、東京事務所を拠点と

した東京圏の企業に対する積極的な誘致活動などに取り組みます。 

また、既に本市に立地している成長企業の定着を図るため、継続的な支援を行い

ます。 

 

起業・創業支援の充実（3113） 

起業・創業の拡大に向け、商工会議所や商工会、金融機関等と連携・協力を図り

ながら、経営に関する知識を習得するためのセミナーの開催や個別相談の実施な

ど、起業・創業希望者に対する支援を行います。 
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【成果指標】 

指標名 現況値 
目標値 

（R8） 
目指す方向 

経営状況が安定している事業者の数

（法人市民税法人税割の対象法人数） 

3,796 件 

※R4.2～R5.1 

3,950 件 

※R8.2～R9.1 
⇧ 

法人市民税額（法人税割のみ） 
4,877 百万円

（R4） 
6,929 百万円 ⇧ 
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農林水産業の振興（施策 3-1-2） 
 

【目指す姿】 

優良な農地や森林、漁場環境等の生産基盤の維持と担い手の確保・育成によ

り、持続的な農林水産業が営まれています。また、地元の農林水産物や職業とし

ての農林水産業の魅力が広く認知され、活気のある産業となっています。 

 

＜取組方針＞ 

生産体制の充実（3121） 

農業の担い手への農地集積を促進し、効率的な生産体制を整備するため、農地の

区画整理や生産機械の導入、遊休農地の解消、鳥獣被害の防止などを推進します。 

また、森林環境税を活用した森林の整備や林道の管理、稚魚放流や漁場環境の改

善による水産資源の回復、漁業施設の整備を図ります。 

 

生産振興と担い手の確保・育成（3122） 

農林水産業が魅力とやりがいのある業種となるよう、生産基盤を拡充し、新たな

作付け品目の選定や先進的な生産技術の導入等による農業生産の安定化・高度化の

支援、多様な人材が農業に積極的に関わる仕組みづくりを推進します。 

また、林業、水産業についても、新たな技術者や事業者の確保・育成に取り組み

ます。 

生産から販売、消費に至るまでの食料供給を持続可能なものとするため、環境負

荷を低減させる環境保全型農業や水産資源の持続的利用に向けた資源管理を推進し

ます。 

 

地産地消の推進（3123） 

市内で生産された農林水産物が市民に選ばれ、消費の拡大につながるよう、小中

学校の給食時間やスーパーマーケットの店頭など、様々な機会を活用して、食材の

地産地消や地元木材の活用方法等に関する情報発信を推進します。 

また、農業体験教室や親子水産教室の開催、市民農園の利用促進などにより、地

元の農林水産物に対する市民の理解の促進や愛着の醸成を図ります。 

 

生鮮食料品等の流通強化（3124） 

市場施設の充実や物流機能の効率化、品質・衛生管理機能の高度化など、生鮮食

料品等の流通を強化するため、青果棟と水産物棟の再整備を推進します。 
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また、農林水産物の安定的・効率的な取引と円滑な流通を通じて、市内食品産業

を活性化させるため、卸売市場及び食肉センターを適切に管理・運営します。 

 

【成果指標】 

指標名 現況値 
目標値 

（R8） 
目指す方向 

市内の農業産出額 
117 億円 

（R3） 
124.5 億円 ⇧ 

地元の食材を意識して購入している市民の割合 
31.0％

（R4） 
38.0％ ⇧ 
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就業環境の充実（施策 3-1-3） 

 

【目指す姿】 

就業を希望する全ての人が、自らの知識や技能をいかして、それぞれの望む働

き方で就業しています。また、働きやすく魅力ある就業環境が整備され、仕事と

生活の調和が確保されています。 

 

＜取組方針＞ 

就業支援の推進（3131） 

就職活動を行う学生等と人手不足分野の市内中小企業等とのマッチングを促進

し、正社員としての雇用を希望する若者が地元で就職することができるよう、香川

県やハローワーク高松、商工会議所と連携を図りながら、合同企業面接会を開催し

ます。 

また、就業者が、家庭の事情やライフスタイル等に応じて、希望する働き方を選

択できるよう、就業希望者に向けて、育児や家族の介護を行いやすくするための休

暇制度、心身の健康や安全の確保のための取組、働きやすい職場環境づくり等に関

する地元企業の事例などの情報を効果的に発信します。 

 

勤労者福祉の充実（3132） 

市内中小企業等の勤労者が働きやすい環境で就労し、豊かでゆとりのある生活を

送ることができるよう、市内の中小企業等と連携し、個々の事業所では導入や充実

が難しい福利厚生事業を行う「高松市中小企業勤労者福祉共済制度」への更なる加

入促進に取り組みます。 
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【成果指標】 

指標名 
現況値 

（R4） 

目標値 

（R8） 
目指す方向 

正社員の求人数のうち充足された求人の割合 

（正社員の充足率） 
11.8% 15.8% ⇧ 

国が実施する各種制度の認定企業数 

（「えるぼし・プラチナえるぼし」、「トライくるみ

ん・くるみん・プラチナくるみん」、「ユースエー

ル」、「もにす」、「ホワイトマーク」） 

63 社 79 社 ⇧ 
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高松ブランドの向上（施策 3-2-1） 

 

【目指す姿】 

市民が本市に誇りや愛着を持ち、魅力を積極的に発信しています。また、本市

の都市イメージが向上し、国内外から訪れたい、住んでみたいと思う人が増えて

います。 

 

＜取組方針＞ 

シティプロモーションの強化（3211） 

本市の魅力を最大限に引き出し、本市の住みやすさ、にぎわいに更なる磨きをか

けるため、瀬戸内海の美しい自然環境やさぬきうどんを始めとする食文化などの地

域資源と映像コンテンツや SNS等の各種媒体を活用し、市民や企業と連携を図りな

がら、市内外への情報発信に取り組みます。 

 

関係人口の創出・拡大（3212） 

本市出身の人や市外から、本市で開催されるイベントに継続的・スポット的に参

加する人など、色々な形で継続的に関わる関係人口の創出・拡大を図るため、高松

ファンが集うファンコミュニティの運営やコミュニティに向けて本市の情報発信な

どに取り組みます。 

また、多様なスキルや知見を有する市外の人が、それぞれの状況に応じて、担い

手不足に悩む地域の活動に関わることができる仕組みを構築します。 

 

特産品の育成・振興（3213） 

盆栽、漆器、庵治石製品を始めとする本市の特産品の更なる振興を図るため、デ

ジタル技術を活用した新たなビジネスモデルの創出や販路の拡大、現代のニーズに

マッチした商品開発に対する支援を行います。 

また、特産品や伝統的ものづくりの更なる開発の促進や市内外に向けた積極的な

情報発信を推進し、後継者の確保・育成に取り組みます。 
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【成果指標】 

指標名 現況値 
目標値 

（R8） 

目指す

方向 

地域ブランド調査における「魅力度」 110 位（R5） 92 位 ⇧ 

交流拠点施設「高松盆栽の郷」における売上高 48,000 千円（R4） 72,000 千円 ⇧ 
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観光振興と交流の推進（施策 3-2-2） 

 

【目指す姿】 

 豊かな自然や文化遺産があり、市民の中におもてなしの精神が根付いた、観

光・ＭＩＣＥ都市として、本市が国内外で広く認知されています。また、本市に

魅力を感じる多くの人が、国内外から繰り返し訪れています。 

 

＜取組方針＞ 

観光資源の掘り起こしと磨き上げ（3221） 

国内外の観光客が何度も本市を訪れたくなるほど魅力的で、持続可能な観光地域

づくりを推進するため、国や香川県、観光関連事業者等と連携を図りながら、屋

島、塩江温泉郷等の観光スポットの活性化や瀬戸内の海の幸と山の幸をいかした多

様な食のＰＲに取り組みます。 

また、本市ならではの歴史や文化、自然を楽しめる地域資源を掘り起こし、観光

資源として磨き上げた上で、観光客誘致を推進します。 

 

おもてなし環境の充実（3222） 

誰もが快適に安心して本市に滞在し、満足することができるよう、多様なニーズ

に柔軟に対応し、質の高いサービスを提供することができる人材の育成や事業者の

ノウハウを活用した観光関連施設の運営、デジタル技術の活用、ユニバーサルデザ

インの普及促進、フードダイバーシティの理解促進などに取り組みます。 

 

ＭＩＣＥ誘致・都市間交流の推進（3223） 

交流人口の拡大と地域活性化を図るため、香川県や大学、観光関連事業者等と連

携を図りながら、サンポートエリアに集積されたＭＩＣＥ施設や本市の都市機能を

有効活用した、ＭＩＣＥ誘致を推進します。 

また、市民の国際感覚の醸成や国内外の姉妹・友好都市等との相互理解を深める

ため、親善研修生の相互派遣や交流イベントの開催などに取り組みます。 
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【成果指標】 

指標名 
現況値 

（R4） 

目標値 

（R8） 
目指す方向 

主要観光地の来訪者数 147 万人 151 万人 ⇧ 

ＭＩＣＥの開催件数 111 件 190 件 ⇧ 
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定住人口の拡大（施策 3-2-3） 

 

【目指す姿】 

「住みやすい 働きやすい 子育てしやすい」という本市の魅力が全国で認知

され、移住者やUターン就職者が増加し、まちに活気が生まれています。また、

本市で暮らす誰もが、このまちに住み続けたいと考えています。 

 

＜取組方針＞ 

移住の促進（3231） 

本市が移住先として選ばれるまちとなるよう、本市の魅力や暮らしに関する情報

発信を強化し、香川県や瀬戸・高松広域連携中枢都市圏の構成市町とも連携を図り

ながら、特に移住を決断する上で最も重要な仕事の確保に向けた支援を行います。 

また、「転職なき移住」や「二地域居住」等の柔軟な働き方や多様なライフスタイ

ルに対応した移住を促進するため、テレワークを活用した移住に対する支援、移住

体験の促進などに取り組みます。 

 

定住の促進（3232） 

転入者が地域の一員として、円滑に地域社会で暮らせるよう、「たかまつ移住応援

隊」と連携を図りながら、転入者が気軽に交流できる場を創出し、本市での暮らし

に関する情報提供や相談対応に取り組みます。 

また、県外の大学等に進学した本市出身の若者のＵターン就職やその後の定着を

促進し、２０歳代の転出超過傾向を改善するため、大学卒業後の奨学金返還支援な

ど、経済的負担を軽減する取組を推進します。 
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【成果指標】 

指標名 
現況値 

（R4） 

目標値 

（R8） 
目指す方向 

20～39歳の県外への転出超過数 1,006 人 558 人 ⇩ 

居住 3年未満で 50歳未満の市民の定住意向 61.0% 73.0% ⇧ 
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文化芸術の創造と継承（施策 3-3-1） 

 

【目指す姿】 

 市民の日常生活の中で文化芸術が根付き、誰もがいきいきと心豊かに暮らして

います。また、世代を超えて、市内各地の文化財が大切に継承され、観光や教育

などの様々な分野にも積極的に活用されています。 

 

＜取組方針＞ 

「アート・シティ高松」の推進（3311） 

誰もが文化芸術に親しむことができる「アート・シティ高松」を実現するため、

地域での文化芸術活動の普及や国内外に誇れるイベントの開催、文化芸術拠点施設

の運営に取り組みます。 

また、多様な文化芸術活動を支援するため、文化芸術活動を担う人材やサポート

する人材の育成、デジタル技術の活用による遠隔でアーティストと交流する文化芸

術活動などを推進します。 

 

文化財の保存と活用（3312） 

文化財の価値の把握と次世代への継承を図るため、文化財としての価値の掘り起

こしと保存管理を行います。 

また、文化財の保存管理の担い手となる、所有者や地域のコミュニティ組織等へ

の支援の充実に取り組みます。  

さらに、文化財の価値を市民に広く周知するため、観光イベントや教育現場での

活用、文化財学習会の実施、SNSや AR・VR等による魅力の情報発信を推進しま

す。 
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【成果指標】 

指標名 
現況値 

（R4） 

目標値 

（R8） 
目指す方向 

文化芸術イベントの参加者数 52,898 人 136,700 人 ⇧ 

文化財施設の入場者数 358,830 人 360,000 人 ⇧ 
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スポーツの振興（施策 3-3-2）  

 

【目指す姿】 

多くの市民が、日常生活の中で気軽にスポーツに親しみ、健康で活力にあふれ

た生活を送っています。また、スポーツが、市内外から多くの人を集めるまちの

新たな魅力となっています。 

 

＜取組方針＞ 

スポーツに親しむ環境の充実（3321） 

 年齢や性別、障がいの有無にかかわらず、市民が生涯に渡りスポーツに親しみ、

楽しめるよう、スポーツに触れる機会の提供や情報発信に取り組みます。 

 また、市民が身近な場所でスポーツ・レクリエーションに取り組めるよう、ファ

シリティマネジメントの視点を踏まえた、スポーツ施設の適切な維持管理や長寿命

化、ユニバーサルデザイン化の推進などにより、スポーツ・レクリエーションを行

う場所や機会を提供します。 

  

スポーツを通じた地域の活性化（3322） 

本市を始めとする香川県内のにぎわいを創出し、地域・経済の活性化を促進する

ため、各種スポーツ団体等と連携し、誰もが気軽に参加できる市民参加型スポーツ

イベントの開催やスポーツ大会等の開催・誘致などに取り組みます。 

また、スポーツを始めるきっかけづくりや交流人口の拡大を図るため、地域密着

型トップスポーツチームへの支援や選手との交流イベントの開催などに取り組みま

す。 
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【成果指標】 

指標名 
現況値 

（R4） 

目標値 

（R8） 
目指す方向 

市有スポーツ施設の利用者数 1,918 千人 2,189 千人 ⇧ 

市民参加型スポーツイベントの参加者数 7,315 人 20,000 人 ⇧ 
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防災・減災対策の充実（施策 4-1-1） 

 

＜目指す姿＞ 

市民、地域、事業者、行政が、それぞれの役割を理解し、連携して防災・減災

対策に取り組んでいます。また、災害に強いまちづくりが進み、災害による被害

を最小限に抑制する備えができています。 

 

【取組方針】 

防災・危機管理体制の充実（4111） 

自然災害等の様々な事態に、迅速かつ的確に対応するため、国、香川県、関係自

治体等と連携を図りながら、演習や訓練を通じて、災害発生時の連携体制の強化に

取り組みます。 

また、情報収集・伝達体制の整備や避難所等の備蓄品の充実など、災害対応の機

能強化に取り組みます。 

 

地域防災力の向上（4112） 

災害発生・復旧時に、市民一人一人が、迅速かつ的確に対応することができるよ

う、市民や地域の防災意識と防災力の向上に取り組みます。 

また、各地域での地域コミュニティ継続計画の策定や防災訓練の活動を積極的に

支援し、若者や女性の防災活動への参加を促進することで、地域における自主防災

組織の人材の確保に取り組みます。 

 

災害に強い社会基盤の整備（4113） 

本市全体の災害を未然に防止し、被害を最小限に抑えるため、国や香川県と連携

を図りながら、河川や水路、護岸、雨水ポンプ場等の整備を推進し、総合的な浸水

対策に取り組みます。 

また、公共施設や住宅等建築物の耐震化の支援、危険な盛土の包括的な規制に取

り組みます。 
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【成果指標】 

指標名 
現況値 

（R4） 

目標値 

（R8） 
目指す方向 

地域における防災訓練の実施率 90.9% 100％ ⇧ 

地域コミュニティ継続計画の策定率 61.4% 100％ ⇧ 
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健康危機への対応力の強化（施策 4-1-2） 

 

【目指す姿】 

感染症を始め、医薬品、食中毒、飲料水等、何らかの原因により生じる市民の

生命や健康の安全を脅かす事態に直面した場合においても、迅速かつ適切に対応

することができる体制が構築されています。 

 

＜取組方針＞ 

健康危機管理体制の充実（4121） 

健康危機への対応力を強化するため、香川県が設置する連携協議会への参画や感

染症等を対象とした健康危機に関する実践的な訓練の実施など、平時から関係者間

の情報共有・連携を推進します。 

また、感染症のまん延等、健康危機発生時において、保健所業務のひっ迫を回避

し、迅速かつ適切に対応するため、本市内部の体制整備や医師会等の関係機関との

連携強化に取り組みます。 

 

感染症の予防・拡大防止（4122） 

感染症の発症予防やまん延防止のため、予防接種の実施や感染予防対策の徹底、

感染症等に対する正しい知識の周知・啓発に取り組みます。 

また、感染症の発生状況等を継続して調査するサーベイランスを強化し、迅速な

初期対応を行うことができる体制整備や人材育成を行います。 
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【成果指標】 

指標名 
現況値 

（R4） 

目標値 

（R8） 
目指す方向 

新興感染症に対応するための訓練の実施回数 0 回 1 回 ⇧ 

予防接種率（第 2期麻しん風しん混合ワクチン） 96.0% 96.0％ ⇧ 
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消防・救急体制の充実（施策 4-2-1） 

 

【目指す姿】 

災害活動体制が充実し、質の高い消防・救急サービスが提供されています。ま

た、市民自らが住宅の防火対策を実施するなど、防災意識が高く、災害に強いま

ちづくりが進んでいます。 

 

＜取組方針＞ 

消防力の充実（4211） 

消防体制を維持するため、災害活動の拠点となる消防署所や消防車輌の計画的な

整備・更新に取り組みます。 

また、市民の防火意識の向上を図り、火災による被害や損害を低減するため、消

防団や女性防火クラブ等による住宅用火災警報器の設置・維持管理についての周知

・啓発に取り組みます。 

 

救急・救助活動の推進（4212） 

市民による応急手当の適切な実施を促進し、市民・消防・医療機関の連携による

救命効果を高めるため、市民を対象とした救急講習会を定期的に実施し、応急手当

の正しい知識と技術の普及・啓発に取り組みます。 

また、救急車の適正利用を推進し、救急搬送の円滑化を図るため、デジタル技術

等を活用した救急車の適正利用の広報や啓発活動を実施します。 

 さらに、高度な専門性や能力を必要とする特殊災害に対応できる体制を構築する

ため、救助隊員の人材の育成や救助用資機材の整備に取り組みます。 

 

消防団の充実（4213） 

市民の安全・安心を確保し、地域防災力の要である消防団の充実を図るため、地

域の消防団や地域コミュニティ協議会と連携し、消防団員の加入の促進に取り組み

ます。 

また、地震や水害等による大規模災害に対応できる体制を構築するため、消防団

の活動拠点である消防屯所を計画的に整備し、適切な維持管理に取り組みます。 
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【成果指標】 

指標名 
現況値 

（R4） 

目標値 

（R8） 
目指す方向 

人口１万人当たりの出火件数（出火率） 3.6 件 3.4 件 ⇩ 

救急講習の受講者数 2,871 人 11,000 人 ⇧ 
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安全・安心な暮らしの確保（施策 4-2-2） 

 

【目指す姿】 

市民、地域、事業者、行政等の様々な主体が連携を図りながら、交通安全や防

犯、消費生活、水環境に関する課題解決に取り組み、安全・安心に暮らしていま

す。 

 

＜取組方針＞ 

交通安全対策の推進（4221） 

市民の交通安全意識の向上を図るため、地域コミュニティ協議会や学校、警察等

関係機関と連携を図りながら、全ての世代を対象とした参加・体験型の交通安全教

育と啓発活動に取り組みます。 

また、高齢者が関わる交通事故の発生を防ぐため、高齢者やその家族に対して、

安全運転サポート車の普及啓発や運転免許証返納制度等の周知を行い、その活用を

促進します。 

 

防犯対策の充実（4222） 

犯罪を発生させない社会環境の整備を推進するため、地域における防犯灯の設置

への支援や防犯協会の活動に対する助成を行うなど、自主防犯活動の活性化を支援

します。 

また、犯罪被害者やその家族を支援するため、相談受付体制や、かがわ被害者支

援センター、警察等の関係機関との連携・協力を強化します。 

 

水の安定供給（4223） 

豊かな水環境を形成し、将来世代に引き継いでいくため、啓発イベントや環境学

習の推進などにより、市民の節水意識の醸成・向上に取り組みます。 

また、水源地域と利水地域との広域・官民連携により、地球温暖化や気候変動に

対して、持続可能な水源の保全・涵養の実現や水源・利水地域間のカーボンオフセ

ットなど、地域脱炭素に向けた取組を推進します。 

 

消費生活の安定と向上（4224） 

悪質商法やその他契約上の苦情・紛争等の消費者トラブルから市民を守るため、

消費生活センターの相談機能の充実に取り組みます。 
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また、安全な消費生活に対する意識を高め、自らの判断で消費者トラブルを回避

できるよう、市民活動団体や学校等と連携を図りながら、自立した賢い消費者の育

成を図るための講座を開催するなど、各種啓発活動に取り組みます。 

 

【成果指標】 

指標名 
現況値 

（R4） 

目標値 

（R8） 
目指す方向 

人口 10万人当たりの交通事故による死者数 3.6 人 3.1 人 ⇩ 

刑法犯認知件数 2,034 件 2,000 件 ⇩ 
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生活衛生の向上（施策 4-2-3） 

 

【目指す姿】 

 食品や環境衛生に起因する健康被害の発生が抑制された良好な生活衛生環境が

構築され、安全な暮らしが保たれています。また、広く市民の間で、動物愛護に

関する理解が進み、「人と動物の調和のとれた共生社会」が実現しています。 

 

＜取組方針＞ 

生活衛生対策の推進（4231） 

食品等を原因とする健康被害の発生を防止するため、食品等事業者に対するＨＡ

ＣＣＰに沿った衛生管理の啓発や消費者に対する食品衛生の知識の普及・啓発に取

り組みます。 

また、環境衛生諸営業関係施設や簡易専用水道等の営業・管理が適正に行われる

よう、効果的な監視指導、検査を実施し、事業者による自主衛生管理を促進しま

す。 

さらに、社会情勢や市民意識の変化に対応した墓地の良好な環境の保持と斎場の

運営を図るため、需要に応じた安定的な墓所の供給や市営墓地・斎場の整備・管理

を行います。 

 

動物愛護管理の推進（4232） 

人と動物が共生する社会を実現するため、不適切な繁殖による環境悪化の防止や

犬・猫等の適正飼育、狂犬病予防接種率の向上など、動物愛護に関する周知・啓発

に取り組みます。 

また、犬・猫の収容数や殺処分数の減少を図るため、さぬき動物愛護センター

「しっぽの森」における収容犬・猫の適正譲渡や、犬猫一時保管施設の早期整備等

に取り組みます。 
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【成果指標】 

指標名 現況値 
目標値 

（R8） 
目指す方向 

人口 10万人当たりの食中毒患者数の全国

平均との比較 

1.6 

(H20～R4) 

1.0 

未満 
⇩ 

犬・猫の殺処分数 302 頭（R4） 153 頭 ⇩ 
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居住環境の充実（施策 4-3-1） 

 

＜目指す姿＞ 

多様な世代が安心して暮らせる居住環境が整い、利便性の高い地域への居住が

進んでいます。また、既存住宅の長寿命化や流通が活性化し、空き家の所有者に

よる適切な管理と利活用が進んでいます。 

 

＜取組方針＞ 

住まい・住環境づくりの推進（4311） 

住宅確保要配慮者に対する住宅セーフティネット機能を充実させるため、市営住

宅の適切な管理やサービスの向上に取り組みます。 

また、既存住宅の流通が活性化するよう、利便性の高い地域への居住誘導やリノ

ベーションに関する情報発信、既存住宅の構造耐力上の安全性等の診断結果の見え

る化を促進します。 

 

住宅の安全性の向上（4312） 

安心して住むことができ、また、財産としても適切に維持、管理ができるよう、

建築物の敷地、構造等に関する基準に基づく建築確認審査に取り組みます。 

また、良質な宅地水準の確保を図るため、宅地開発に対し、その規模に応じて必

要となる公園や防火水槽、排水設備等の整備を含めた許可審査を行います。 

 

空き家の管理と利活用の促進（4313） 

管理不全空き家の発生を未然に防止するため、空き家の所有者や相続人に対し

て、適正管理や利活用に関する周知・啓発に取り組みます。 

また、発生した管理不全空き家の解消を図るため、所有者に対して、空き家の老

朽度（危険度）等の状態に応じた改修、除却等に対する支援を行います。 
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【成果指標】 

指標名 
現況値 

（R4） 

目標値 

（R8） 
目指す方向 

配慮を要する人のための住宅登録戸数 6,948 戸 7,626 戸 ⇧ 

マッチングにつながった空き家等の数 34 件 178 件 ⇧ 
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道路・橋りょうの整備（施策 4-3-2） 

 

【目指す姿】 

道路や橋りょうの安全性と利便性が確保され、誰もが安心して快適に移動でき

る道路網が形成されています。 

 

＜取組方針＞ 

老朽化対策の推進（4321） 

市民が安心して移動できる環境を確保するため、道路については、点検による路

面の剥がれ等の早期発見、市民からの路面陥没等の通報に対する早急な現場対応、

舗装・修繕等の適切な管理に取り組みます。 

また、橋りょうについては、利用者の安全性を確保しながら維持管理コストの抑

制と平準化を図るため、定期的に点検を実施し、計画的な修繕・改修を行います。 

 

道路整備の推進（4322） 

市民の生活を支える身近な道路において、安全で快適に利用できる道路環境を構

築し、利便性の向上を図るため、幅員４ｍ未満の生活道路において、地域住民のニ

ーズや生活環境の変化等を踏まえて、優先度の高い路線を４ｍ以上に拡幅整備しま

す。 

 

 

 

 

  

- 74 -　



【成果指標】 

指標名 現況値 
目標値 

（R8） 
目指す方向 

計画期間（H29～R3）内の橋りょう修繕等着手率 
50.0％

(R5) 
100％ ⇧ 

幅員 4ｍ以上に拡幅整備した市道の総延長距離 
2,388km

（R4） 
2,400km ⇧ 
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景観形成の推進（施策 4-3-3） 
 

【目指す姿】 

市民や事業者との協働により、自然、都市、歴史、文化の調和した、良好な景

観が保全・形成・創出されています。また、公園や緑地が整備され、緑豊かで美

しいまちなみが形成されています。 

 

＜取組方針＞ 

景観の保全と創出（4331） 

良好な景観を保全・創出するため、一定規模を超える建築行為等についての景観

形成基準への適合審査を継続し、建築物や屋外広告物の設置基準等の遵守につい

て、事業者や設計者等への周知を行います。 

また、個性をいかした魅力ある景観を形成するため、重要な景観資源を有する地

区や地域をあげて景観に取り組んでいる地区を「景観モデル地区」として、独自の

ルールづくり、良好な景観形成につながる取組を推進します。 

 

公園・緑地の充実（4332） 

良好な都市景観の形成や都市環境の改善効果が期待される身近な樹木等の緑を保

全するため、公園・緑地の計画的で適正な維持管理を行います。 

また、地域における人口減少、少子・超高齢化の状況やライフスタイルの変化、

多様化する利用者ニーズに応じた公園・緑地とするため、これまでの一人当たりの

公園整備面積の確保から転換し、トイレ、遊具、休憩施設等のユニバーサルデザイ

ン化、民間活力導入による新たなサービスの提供などに取り組みます。 
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【成果指標】 

指標名 
現況値 

（R4） 

目標値 

（R8） 
目指す方向 

景観に影響を及ぼす建築物や開発行為等の数 4 件 0 件 ⇩ 

公園・緑地の質の向上を図った件数（累計） 0 件 3 件 ⇧ 
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汚水対策の推進（施策 4-3-4） 

 

【目指す姿】 

汚水処理施設の整備が進み、河川や沿岸海域などの身近な水環境の水質が保全

されています。 

 

＜取組方針＞ 

汚水処理の推進（4341） 

河川や沿岸海域の水辺環境、身近な水環境などの悪化を防止するため、公共下水

道管の整備が完了している地区においては、公共下水道への接続促進に向け、未接

続世帯への働きかけを継続するなど、公共下水道の普及促進に取り組みます。 

また、下水道事業計画区域内の未整備地区において、私道への公共下水道管の整

備を進めるため、土地所有者等に布設同意や周知・啓発を行います。 

さらに、下水道事業計画区域外においては、単独処理浄化槽から合併処理浄化槽

への転換と合併浄化槽の適正な維持管理について周知・啓発を行います。 

 

下水道施設の維持・更新（4342） 

市民の生活環境を支えるライフラインとしての下水処理機能を維持するため、ラ

イフサイクルコストの縮減や民間活力の導入を図りながら、下水道管きょ、処理

場、ポンプ場の適切な維持管理を行います。 

また、老朽化が急速に進む下水道施設の事故発生や機能不全を未然に防止するた

め、定期点検等により劣化状況を的確に把握し、優先度の高い施設から計画的な更

新・耐震化等に取り組みます。 
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【成果指標】 

指標名 
現況値 

（R4） 

目標値 

（R8） 
目指す方向 

生活排水処理施設が利用できる市民の割合 89.3％ 90.6％ ⇧ 

改築・更新した下水道管きょの総延長距離 10.2ｋｍ 20.3ｋｍ ⇧ 
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コンパクトシティの推進（施策 5-1-1） 

 

【目指す姿】 

 地域の拠点に都市機能が集積され、それらが公共交通で結ばれることで、各地

域の活力が維持されています。 

 

＜取組方針＞ 

計画的な土地利用の推進（5111） 

将来を見据えた持続可能なまちづくりを推進するため、ライフスタイルや社会情

勢の変化等に適切に対応し、機動的で柔軟な土地利用による効率的な都市活動の推

進、自然環境の保全、特色ある街並みの形成に取り組みます。 

また、都市開発、維持管理の効率化や新サービス、新産業の創出を図るため、行

政が保有する都市計画や道路等のインフラデータ、事業者が保有する様々なデータ

のデジタル化・オープンデータ化を推進します。 

 

都市機能の充実と集積促進（5112） 

コンパクトで持続可能なまちを形成するため、都市機能誘導区域に、医療・福

祉・商業等の都市機能の充実・集積に取り組みます。 

また、効率的かつ効果的に医療・福祉・教育等の公共サービスを提供することが

できるよう、民間の資金や経営・技術に関するノウハウを活用する、ＰＰＰ／ＰＦ

Ｉ手法を取り入れるなど、官民連携によるまちづくりに取り組みます。 

 

シーフロントの形成（5113） 

五色台から屋島、志度湾へと東西に広がるシーフロント全体のにぎわいを創出す

るため、その核であるサンポートエリアにおいて、香川県立アリーナや大学、外資

系ホテル、高松駅ビルが整備されることを契機として、エリア全体の魅力や回遊性

の向上に取り組みます。 

また、中央卸売市場を活用し、臨海部における観光・交流の拠点を形成するた

め、青果棟の朝日町地区への移転整備や水産物棟の民間活力の導入を視野に入れた

整備に取り組みます。 
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【成果指標】 

指標名 
現況値 

（R4） 

目標値 

（R8） 
目指す方向 

居住誘導区域内の人口密度 
45.1 人

／ha 

45.1 人

／ha 
⇧ 

機能集積を目的としたまちづくり制度の活用件数 21 件 23 件 ⇧ 
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中心市街地の活性化（施策 5-1-2） 

 

【目指す姿】 

中心市街地の魅力が向上し、市内からの来街者や国内外からの来訪者が増え、

回遊・滞在によるまちのにぎわいが向上しています。 

 

＜取組方針＞ 

誘客力と回遊性の向上（5121） 

香川県立アリーナや大学、外資系ホテル等、様々な施設整備が進むサンポートエ

リアを玄関口として、訪れた人が中央商店街や玉藻公園等の主要観光施設まで来訪

し、回遊・滞在してもらえるよう、都市空間の再整備・利活用に取り組みます。  

また、人が住み、集う、魅力ある中心市街地を形成するため、中央商店街等にお

ける市街地の再開発に取り組みます。 

 

中央商店街の活性化（5122） 

中央商店街の更なる活性化と商業機能の強化を図るため、照明のＬＥＤ化やアー

ケード等の共同施設の改修、空き店舗等を活用した創業支援、各商店街の将来ビジ

ョンの策定による独自のにぎわい創出の伴走型支援などに取り組みます。 

また、中心市街地活性化の推進方策を検討するため、中央商店街の顧客動向等の

調査に取り組みます。 
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【成果指標】 

指標名 現況値 
目標値 

（R8） 
目指す方向 

中央商店街における歩行者通行量（全日） 
117,052 人／日

（R4） 
未定 ⇧ 

中央商店街における空き店舗率 16.6％（R5） 14.9％ ⇩ 
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地域交通ネットワークの充実（施策 5-2-1） 

 

【目指す姿】 

市民や来訪者が使いやすい、持続可能な交通ネットワークが構築され、多くの

人々の移動を支えています。 

 

＜取組方針＞ 

公共交通ネットワークの再構築（5211） 

既存バス路線の減便・廃止が進む中、需要に合わせた供給の最適化を図るため、

鉄道新駅の整備やバス路線の再編、交通系ＩＣカードを活用した利用促進などを推

進し、鉄道を基軸に、バスを支線とする交通ネットワークの再構築に取り組みま

す。 

 

道路ネットワークの充実（5212） 

瀬戸内エリアにおける中枢拠点性を高めるため、都市機能等の集約拠点間を円滑

に結び、都市の骨格を形成する道路について、計画的に整備を進めます。 

また、更なる公共交通の利便性向上を図るため、鉄道駅を核とした多様な交通手

段が結節する拠点へのアクセス性を向上させる道路整備の検討を進めます。 

 

自転車の利用環境の向上（5213） 

自転車の安全で快適な利用環境を構築するため、自転車需要が多く発生するエリ

アにおいて、通行空間と駐輪スペースの確保に優先的に取り組みます。 

また、自転車の事故対策や利用マナーの向上などについて、警察等の関係機関と

連携して取り組みます。 

さらに、中心市街地の活性化や放置自転車の抑制を図るため、スマートフォンを

活用した登録・申請が可能で、キャッシュレス決済にも対応した自転車をシェアす

るサービスを提供し、効果的で効率的な自転車利用の促進に取り組みます。 
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【成果指標】 

指標名 
現況値 

（R4） 

目標値 

（R8） 
目指す方向 

市内公共交通機関（電車、バス）の利用率 13.2% 14.7% ⇧ 

レンタサイクルの利用者数 150,625 人 189,800 人 ⇧ 
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広域交通ネットワークの充実（施策 5-2-2） 

 

【目指す姿】 

陸路、海路、空路それぞれの広域交通ネットワークが形成され、四国・瀬戸内

エリアの玄関口として重要なハブ機能を担い、拠点性を発揮しています。 

 

＜取組方針＞ 

空港・港の拠点機能の充実（5221） 

高松空港の利便性の向上や更なる利用促進を図るため、香川県や空港事業者と連

携し、ＰＲ活動等を通じた利用促進や既存路線の増便、新規就航路線の誘致などに

取り組みます。 

また、高松港の物流拠点機能や防災機能の強化を図るため、高松港コンテナター

ミナルについて、香川県と連携して、岸壁の耐震化や津波防護施設の整備に取り組

みます。 

 

広域鉄道ネットワークの整備促進（5222） 

四国地方の経済の活性化や観光振興を図るため、大都市との高速交通ネットワー

クである「四国新幹線」の整備に向けて、香川県ＪＲ四国線複線電化・新幹線導入

期成同盟会等で協議を行い、国等への必要な予算を要求するなどの要望活動やシン

ポジウムの開催などによる市民意識の醸成に取り組みます。 
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【成果指標】 

指標名 
現況値 

（R4） 

目標値 

（R8） 
目指す方向 

高松空港の利用者数 64 万人 216 万人 ⇧ 

高松港コンテナターミナル取扱量 107,417TEU 122,545TEU ⇧ 
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ゼロカーボンシティの実現（施策 5-3-1） 

 

【目指す姿】 

市民一人一人が脱炭素につながるライフスタイルを実践し、省エネルギーへの

転換や再生可能エネルギーの利用が拡大され、二酸化炭素排出量が抑制されてい

ます。 

 

＜取組方針＞ 

再生可能エネルギーの導入拡大（5311） 

再生可能エネルギーを導入・利用拡大し、二酸化炭素排出量を抑制するため、市

民、事業者等の多様な主体と連携した再生可能エネルギー導入の仕組みづくり、日

照条件に恵まれた本市の地域特性をいかした太陽光エネルギーの利活用の促進など

に取り組みます。 

 

脱炭素型ライフスタイルの普及促進（5312） 

市民一人一人の脱炭素につながるライフスタイルの実践を促進し、日常生活で排

出される二酸化炭素の排出量を抑制するため、電気使用量の縮減等、家庭での省エ

ネルギー行動の促進、建物・自動車等の省エネルギー化の普及促進などに取り組み

ます。 

 

グリーントランスフォーメーション（ＧＸ）の推進（5313） 

二酸化炭素排出削減の目標に向けた取組を推進しながら、地域経済の成長や地域

課題の解決につながるよう、事業者との連携を強化し、事業者の環境配慮行動の促

進や脱炭素化の取組を推進する事業者への支援、先進事例の情報収集・発信などに

取り組みます。 

また、脱炭素社会を構築していくという消費者の当事者意識の醸成を図り、脱炭

素化と経済成長の好循環の創出や活性化を図るため、消費者の意識・行動変容を促

進する啓発活動に取り組みます。 
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【成果指標】 

指標名 
現況値 

（R4） 

目標値 

（R8） 
目指す方向 

本市域の温室効果ガス排出量 2,230 千ｔ－CO2 2,108 千ｔ－CO2 ⇩ 

市内における太陽光発電シス

テムの発電総容量 
243,092kw 309,307kw ⇧ 
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循環型社会の形成（施策 5-3-2） 

 

【目指す姿】 

全市一体となった２R（リデュース（ごみの排出抑制）、リユース（再使用））が

推進され、環境負荷が低減されています。 

 

＜取組方針＞ 

ごみの減量・資源化の推進（5321） 

市民、事業者、行政が一体となって、ごみの減量・資源化を図るため、脱炭素型

行動推進員と連携を図りながら、ごみの排出抑制や再使用に関する脱炭素型行動の

周知・啓発に取り組みます。 

また、環境負荷の軽減を図るため、マイバッグ・マイボトルの利用促進や食品ロ

スの削減、プラスチックの再利用・リサイクルの強化に取り組みます。 

 

廃棄物処理の推進（5322） 

環境に配慮し、適正な廃棄物処理を行うため、次期ごみ処理施設の整備を推進

し、将来にわたって継続的で安定的なごみ処理体制を確立します。 

また、公害による市民の健康被害の防止や生活環境の保全を図るため、市民活動

団体、地域、関係機関と連携を図りながら、事業所に対する監視・指導、環境汚染

防止のための啓発活動、不法投棄の未然防止・早期発見に取り組みます。 

 

環境意識の醸成（5323） 

環境課題に対する関心や理解を深めるため、フィールドワークを重視した環境学

習講座やイベントの充実に取り組みます。 

 また、暮らしや経済活動の中で環境に配慮した行動を実践できる市民、事業者の

増加を図るため、自然環境の保全や環境美化に関するＳＮＳ等を活用した情報発

信・ビーチクリーンアップイベントの開催などに取り組みます。 
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【成果指標】 

指標名 
現況値 

（R4） 

目標値 

（R8） 
目指す方向 

1 人 1日当たりのごみ排出量 882g 853g ⇩ 

リユースに努めている市民の割合 9.4％ 21.0％ ⇧ 
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地域コミュニティの自立・活性化（施策 6-1-1） 

 

【目指す姿】 

地域コミュニティ協議会が、地域づくりの中心的な存在として個性をいかした

まちづくりを展開し、それぞれの地域が活性化しています。 

 

【取組方針】 

コミュニティ活動の支援の充実（6111） 

地域コミュニティにおける自主的・自立的なまちづくり活動を促進するため、地

域と行政が連携して、自治会の再生やまちづくりを担う人材の育成・発掘、収益事

業による必要な財源の確保など、地域コミュニティ協議会の人材育成や体制強化に

取り組みます。 

また、地域コミュニティ協議会が地域のまちづくりの中心的な役割を果たし、幅

広い世代の住民が地域活動に参加できるように、地域コミュニティ協議会における

業務のデジタル化の推進、ＳＮＳ等の様々なツールを活用した地域活動に関する情

報の発信などに取り組みます。 

 

コミュニティ活動拠点の充実（6112） 

地域住民による自主的・自立的なコミュニティ活動を促進するため、地域の特性

をいかしながら、住民が利用しやすい施設として、老朽化したコミュニティセンタ

ー等の改築を行うなど、活動拠点の計画的な整備の推進や適切な管理・運営の支援

に取り組みます。  
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【成果指標】 

指標名 現況値 
目標値 

（R8） 
目指す方向 

法人化したコミュニティ協議会の数 3 協議会(R5) 6 協議会 ⇧ 

自治会加入率 51.0%(R5) 52.0％ ⇧ 
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参画・協働の推進（施策 6-1-2） 
 

【目指す姿】 

市民が、政策立案の場やまちづくり活動に積極的に参画しています。また、多

様な主体が、地域におけるそれぞれの役割を果たし、連携・協力して地域課題の

解決に取り組んでいます。 

 

＜取組方針＞ 

市民参画の推進（6121） 

市民が必要とする情報を分かりやすく効果的に提供し、市民の市政への関心を高

めるため、広報紙やホームページ、ＳＮＳ等の様々な情報発信媒体を活用した情報

発信の充実に取り組みます。 

また、市民が市政に参画し、市民の意見を市政運営に積極的に取り入れるため、

パブリックコメントや市政ふれあいトークなど、本市の施策を周知して市民の声を

聞く機会の充実や市政への参画機会の拡充などに取り組みます。 

 

市民との協働の推進（6122） 

市民、地域コミュニティ協議会、市民活動団体等、多様な主体による市民活動を

促進し、市民主体のまちづくりを実現するため、市民活動に関する情報の収集・発

信や学習機会・交流の場の提供などに取り組みます。 

また、協働の担い手を育成するため、協働意識の醸成を図る啓発講座の開催や協

働推進員への研修、市民活動団体のニーズに即した中間支援機能の強化などに取り

組みます。 

さらに、地域コミュニティ協議会や市民活動団体が、団体同士の連携強化を図

り、自立的に活動することができるよう、地域への定期訪問による伴走型支援な

ど、組織基盤の強化に取り組みます。 
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【成果指標】 

指標名 現況値 
目標値 

（R8） 
目指す方向 

たかまつホッと LINE の登録者数 
11,000 人

(R5) 
22,000 人 ⇧ 

市と市民活動団体等との協働取組数 
127 件

（R4） 
131 件 ⇧ 
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離島の振興（施策 6-1-3） 

 

【目指す姿】 

島の住民が島内外の様々な主体と連携し、地域の課題解決や新たな魅力づくり

に取り組んでいます。また、島の魅力を島内外の多くの人と共有することで、各

島の交流人口や関係人口等が増加しています。 

 

＜取組方針＞ 

多様な交流の促進（6131） 

島の魅力をいかした特色ある島づくりを推進し、島の交流人口・関係人口の創

出・拡大を図るため、事業者や大学等、島内外の多様な主体との連携を図りなが

ら、島の文化や歴史、自然、島の資源の掘り起こしと磨き上げの支援を行います。 

 また、ワーケーションや二地域居住の場としての魅力を創出し、更なる交流・定

住の促進を図るため、島民と連携を図りながら、島の情報発信や体験イベントの開

催などに取り組みます。 

 

航路の確保と利便性の向上（6132） 

離島航路の確保や利便性の向上を図るため、国や香川県、運航事業者、島民代表

者で構成する協議会を定期的に開催し、地域の実情に即した輸送サービスの実現に

必要となる事項や持続可能な航路の在り方などについて協議・検討を行います。 

また、島民が生きがいを感じることにつながる、島外へ移動しやすい環境を構築

するため、離島航路における島発往復割引の拡充や高齢者割引を継続して行いま

す。 
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【成果指標】 

指標名 現況値 
目標値 

（R8） 
目指す方向 

定住人口（女木島、男木島） 278 人(R5) 281 人 ⇧ 

定期航路輸送者数（女木島、男木島、

大島） 
273,066 人(R3) 277,000 人 ⇧ 
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連携の推進（施策 6-1-4） 

 

【目指す姿】 

 産学官民の多様な主体との連携の推進により、複雑化・高度化する様々な地域

課題が解決し、地域社会を支える人材も育成されています。 

 

【取組方針】 

多様な主体との連携の推進（6141） 

様々な分野の地域課題の解決に取り組むため、ノウハウを持つ企業等との連携や

「知」の拠点である大学との連携の強化に取り組みます。 

また、「大学・地域共創プラットフォーム香川」等を活用しながら、産学官連携を

推進します。 

 

香川県等との連携の推進（6142） 

香川県と本市の共通の重要課題を解決するため、知事と市長のトップ会談を始

め、情報共有や意見交換等を積極的に行うなど、連携の強化を図ります。 

また、瀬戸内エリアの活性化に向けて、共通の課題を有する近隣自治体やエリア

内の他自治体との広域的な連携による取組を推進します。 

 

連携中枢都市圏の活性化（6143） 

瀬戸・高松広域連携中枢都市圏の構成自治体と「経済成長のけん引」、「高次の都

市機能の集積・強化」、「生活関連機能サービスの向上」に向けた連携事業の推進に

より、活力ある社会経済の維持や人口減少の抑制を図るため、更なる連携強化に取

り組みます。 
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【成果指標】 

指標名 
現況値 

（R4） 

目標値 

（R8） 
目指す方向 

多様な主体と連携・協力している取組数 180 件 220 件 ⇧ 

瀬戸・高松広域連携中枢都市圏ビジョン成果指標の

達成率 
73.4% 89.3% ⇧ 
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スマートシティの推進（施策 6-2-1） 

 

【目指す姿】 

デジタル技術を活用した様々なサービスの普及により、本市での生活や仕事が

より一層便利で快適になっています。また、行政のデジタルトランスフォーメー

ションが進み、誰もがいつでもどこでも行政サービスが利用できます。 

 

＜取組方針＞ 

地域デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）の推進（6211） 

複雑化・高度化する地域課題の解決や地域経済の活性化を図るため、産学民官の

多様な主体が参画する「スマートシティたかまつ推進協議会」との連携により、デ

ジタル技術とデータを活用して、新たなサービスの創出やデジタル人材の育成に取

り組みます。 

また、行政データのオープン化による行政の見える化を推進し、政策決定の透明

性の確保やデータの公開・共有を通じた業務効率の向上に取り組みます。 

さらに、デジタル技術の進展に伴う、様々な利便性を誰もが享受できるよう、利

用環境の整備や地域が取り組むデジタル活用への支援など、デジタルデバイド対策

を推進します。 

 

自治体デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）の推進（6212） 

市民の利便性や行政サービスの向上、業務の効率化・最適化を図るため、行政手

続のデジタル化、窓口サービスのワンストップ化、キャッシュレス決済の導入など、

デジタル化による窓口業務改革に取り組みます。 

また、職員のデジタルリテラシーを向上させ、デジタルを活用した業務改革を推

進する組織となるよう、ＤＸに関する研修の実施など、デジタル人材の育成に取り

組みます。 
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まちづくりの目標６ さまざまな主体がつながり、ともに力を発揮できるまち 

 

 

【成果指標】 

指標名 現況値 
目標値 

（R8） 
目指す方向 

デジタル活用により解決した地域課題の件数

（累計） 
— 3 件 ⇧ 

たかまつデジタル市役所での申請件数 — 2,300 件 ⇧ 
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行財政運営の基盤強化（施策 6-2-2） 

 

【目指す姿】 

 多様化・複雑化する市民ニーズや社会情勢の変化に的確に対応した行財政運営

により、持続可能で質の高い行政サービスを提供しています。また、職員一人一

人が、限られた行財政資源を効率的・効果的に活用する高い意識と、変革意識・

チャレンジ精神を持っています。 

 

＜取組方針＞ 

効率的・効果的な行政運営の推進（6221） 

市民ニーズや社会情勢の変化に的確に対応した行政サービスを提供するため、業

務の変革や現行事業のスクラップ、新たな企画の実施など、必要な事業の選択と集

中を行います。 

また、公共施設の効率的・効果的な配置により、持続可能な施設運営と市民ニー

ズに適合したサービスを提供するため、公共施設の集約化や複合化、ライフサイク

ルコストの縮減など、施設再配置や適正な維持管理・長寿命化に取り組みます。 

 

健全な財政運営の推進（6222） 

限られた財源を重点的・効率的に配分し、将来に過大な負担を残さない財政運営

を実現するため、ふるさと納税、クラウドファンディング等の自主財源の確保によ

る財源の充実・強化や公共施設の更新、統廃合、長寿命化を計画的に行うことによ

る財政負担の軽減・平準化などに取り組みます。 

また、自主・自立的な財政運営の実現に向けて、安定的な歳入を確保するため、

市税などの徴収率の向上や受益者負担の見直し、また、交流人口・関係人口の創

出・拡大を図りながら、企業誘致や産業振興、移住・定住の促進などを推進し、新

たな財源確保に取り組みます。 

 

職員力の向上（6223） 

市民サービスの向上を図るため、職員一人一人のシビックプライドを醸成し、変

革意識とチャレンジ精神を持って、分野横断的・組織横断的に対応できる人材を育

成します。 
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また、質の高い行政サービスの提供に向け、職員の意識改革と意欲の醸成を図る

ため、職員研修制度の充実、能力や業績に基づく人事評価制度、昇任試験制度の改

善、庁内における働き方改革に取り組みます。 

 

【成果指標】 

指標名 現況値 
目標値 

（R8） 
目指す方向 

行財政改革計画の実施項目の達成度 — 100% ⇧ 

高松市に誇りと愛着を持って仕事をしている職員の

割合 

87.0% 

(R5) 
100% ⇧ 
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第４章 

 横断的な組織構築           
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第４章  横断的な組織構築  
 

基本構想に掲げる目指すべき都市像の実現に向けて、施策を効率的・効果的に

推進していく必要がありますが、昨今の複雑化・高度化する課題に対しては、

様々な施策を連携させ、重点的に展開していくことが重要です。 

 社会情勢に合わせて変化し、分野横断的に対応する組織の構築に向けて、次の

方針で取り組みます。 

 

１ 横連携の強化による相乗効果の創出 

 

（１）変革意識と新しい発想 

基本構想における「総合計画の推進」の視点の１つに「変革意識と新しい発想

で、何事にもチャレンジしていきます。」と定めています。 

多様化する市民ニーズや複雑化・高度化する地域課題の本質に向き合い、先入

観や従来の価値観に捉われない柔軟な発想が必要不可欠です。 

市民サービスや業務効率の向上を目指して、既存の手法に捉われず、業務の変

革に取り組み、常に分野横断的に対応するという職員一人一人の意識の変革と

組織風土の構築に取り組みます。 

 

（２）全庁横断的な政策立案機能と企画調整機能の強化 

課題解決には、現状を正確に把握し、現状と目指す目標を様々な視点で比較・

分析し、問題点を整理していくことが重要です。 

政策局を中心として、全庁横断的な政策立案機能や企画調整機能を強化し、課

題解決のための最適な手段の考察、迅速な政策決定を実行します。 
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（３）局を超えた連携による課題解決 

新たな課題については、機動的に連携・推進する体制やプロジェクトチーム

等を組織し、課題解決に向けた情報・対応方針の共有や対応策の検討などに、

局を超えた連携により効率的に取り組みます。 

また、各局が相互に連携し、本市の政策課題に関する情報共有、解決策の検

討等を行うため、政策担当次長連絡会を開催し、議論を活性化させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）地域課題解決に向けた広域連携の強化 

  事務事業の改革・改善を実現するため、庁内組織間の協力連携だけではなく、

事務の集約化・複合化を目的とした「瀬戸・高松広域連携中枢都市圏」や「か

がわ DXLab」の構成自治体等と連携を図りながら、「経済成長のけん引」、「高

次都市機能の集積・強化」、「生活関連機能サービスの向上」に取り組みます。 
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２ 政策間・施策間の連携強化 

 

（１）行政評価と市民満足度調査における連携確認 

行政評価を核としたＰＤＣＡサイクルによる施策・事務事業を着実に推進し

ます。 

 また、市民満足度調査において「まちづくりに対する市民の想い」を的確に把

握し、施策の満足度に対する寄与度分析を行いながら、施策・事務事業の見直し

を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ＥＢＰＭの実践 

 施策・事務事業とその成果の因果関係を明らかにして、施策・事務事業の有効

性・必要性を検証します。 

 また、施策に対する事務事業の貢献度や課題解決に向けた取組の効果を検証

するため、行政が保有する活用できていない膨大なデータを最大限活用するだ

けでなく、行政データのオープン化や活用・分析する能力の育成にも取り組む必

要があります。 

 

ＥＢＰＭ：Evidence-Based Policy Making の略  

客観的な証拠（エビデンス）を活用することで、より的確で効率的な 

政策形成・行政運営を目指すもの。 
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（３）ＯＯＤＡ（ウーダ）ループの活用 

不確実性が一層高まってきている社会情勢において、限りある行政資源で成

果を上げていくため、総合計画を踏まえつつ、状況に合わせて、柔軟・迅速に対

応することも必要です。 

そのため、プロセスを重視するＰＤＣＡサイクルだけでなく、観察（Observe）

→情勢判断（Orient）→意思決定（Decide）→行動（Act）というＯＯＤＡ（ウ

ーダ）ループ思考を活用した事業展開も取り入れていきます。 

刻一刻と変化する状況で成果を得るため、事業立案・予算編成後や事業の実施

段階においても、ＯＯＤＡ（ウーダ）ループ思考を活用し、迅速に質の高い判断

を行います。 

また、計画や準備を十分に行うことはもちろんですが、まず「やってみる」こ

とも重要であり、「できない」理由を探すよりも、実際にやってみた取組の中で

得られる成功例や課題を次の取組にいかすことで、スピード感を持って本プラ

ンの実効性を高めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P D C A
ピーディーシーエー

サイクル 継続事業の成果上昇を図るため活用

Plan
<計画>
①事業立案・予算編成

Do
<実施>
②事業の実施

Check
<評価>
③事業の点検・評価・公表

Action
<改善>
④事業の見直し

⑤新たなPlanへ

相互補完的に活用

継続事業の成果上昇を図るため活用

    
 計画 
 事業立案・予算編成

  
 実施 
 事業の実施

     
 評価 
 事業の点検・評価・公表

      
 改善 
 事業の見直し

 新たな    へ

相互補完的に活用

迅速な意思決定を図るために活用

Orient
<状況判断>
②観察結果から状況判断

Observe
<観察>
①観察から現状を認識

フィードバック

OODA
ウ ー ダ

ループ 

 

 

 

 

  

 

Decide
<意思決定>
③具体的方策・手段の決定

Act
<行動>
④決定事項を実行
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PDCA サイクル：Plan（計画）、Do（実施）、Check（評価）、Action(改善)の頭文字 

をとったもの。 

        永続的な行政目標の達成に向けて、自ら計画を策定・改善していく

行政経営の手法として活用されています。 

OODA ループ ：Observe（観察）、Orient(状況判断)、Decide(意思決定)、Act（行 

動）の頭文字をとったもの。 

        現状を把握・分析し、時代の変化に合わせた新しい政策をより効果 

的に行っていくためのもので、近年は PDCA サイクルを補完する 

経営手法として注目されています。 
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第７次高松市総合計画における成果指標

指標名 指標の説明

1111 妊娠期からの子育て支援
産後２か月までの産婦・乳児に対する相談支
援率

こんにちは赤ちゃん事業で訪問・電話で状況確認
ができた家庭の割合

1112 子育て環境の充実 保育施設等の待機児童数 4月1日現在での保育施設等待機児童数

1121 心身の成長への支援 １歳６か月児健康診査の受診率 1歳6か月児健康診査対象者のうち受診した割合

1122 配慮を要する子どもへの支援
身近に子育ての相談ができるところがあると
感じている市民の割合

身近に子育ての相談ができるところがあると感じて
いる市民の割合

1211 包括的な支援体制の充実
アウトリーチにより地域で課題を抱える人に対
応した件数

アウトリーチ（情報収集・周知活動等、本人との関
係性構築、同行支援）の結果、掘り起こした課題を
抱える人の相談件数（支援件数）

1212 地域福祉を支える環境の充実 共助の体制が構築されている地域の割合
共助の基盤づくり事業に参加するボランティア数
が、現状より１割増えた地域数

1221 介護予防の推進
介護・支援を必要としていない高齢者の割合
（自立高齢者率）

介護・支援を必要としていない65歳以上の高齢者
の割合

1222 生活支援サービスの充実と社会参加の促進 - -

1223 認知症対策の推進 認知症サポーター養成講座受講者数（累計）
地域で認知症の人や家族を見守る応援者である
認知症サポーターの養成者数

1231 自立の促進 障害福祉サービス等を活用した人の割合
障害福祉サービスやその他社会資源を活用した人
の割合

1232 社会活動への参加促進 障害福祉施設から一般就労への移行人数
就労移行支援及び就労継続支援事業所から、一
般就労へ移行した人数

1241 公的保険制度の適正な運営
国民健康保険の被保険者１人当たりの保険
給付費

保険給付費を国民健康保険の被保険者数で割っ
た数

1242 生活困窮者への自立支援の充実
就労支援をした生活困窮者のうち、就労につ
ながった人、収入が増加した人の割合

就労支援プラン対象者のうち、就労した者及び就
労による収入が増加した者の割合

1243 生活保護制度の適正な運用 - -

運動習慣がある市民の割合

「高松市民の健康づくりに関する調査」において、1
回30分以上の軽く汗をかく運動を週2日以上、1年
以上実施していると回答した市民の割合
（R6調査分～）

自分が健康と感じている市民の割合
（主観的健康観の維持向上率）

「高松市民の健康づくりに関する調査」において、
「現在の健康状態」について「良い・まあ良い・普
通」と回答した人の割合。

1312 生活習慣病の予防対策の充実 - -

1321 地域医療体制の充実
立入検査を行った医療施設のうち、違反が認
められた施設の割合

立入検査を行った医療施設のうち、違反が認めら
れた施設の割合

1322 救急医療体制の充実 - -

1323 市立病院の充実 地域医療機関からみんなの病院への紹介率
みんなの病院に地域の医療機関から患者を紹介
された割合

まちづくりの目標 政策 施策 取組方針

1 誰もが自分らし
く健やかに暮ら
せるまち

11 子どもが健や
かに生まれ育
つ社会の形成

111 子育て支援の充実

124 生活におけるセーフティネットの確保

13 心身ともに健
康に暮らせる
社会の実現

131 健康づくりの推進

112 子どもの成長への支援

12 支え合う福祉
社会の形成

121 地域共生社会の構築

122 高齢者福祉の充実

123 障がい者福祉の充実

1311 健康増進のための環境整備

132 医療体制の充実

1/6



指標名 指標の説明まちづくりの目標 政策 施策 取組方針

2111 確かな学力と個性を伸ばす教育の推進 学校に行くのが楽しいと思う子どもの割合

香川県学習状況調査において、「学校に行くのは
楽しいと思うか」の質問に、「思う」「どちらかといえ
ば思う」と回答した児童・生徒の割合（小５、中２の
平均）

2112 豊かな心と健やかな体を育む教育の推進
児童が体育の授業以外で運動する時間（１日
当たり）

全国体力・運動能力、運動習慣等調査において、
体育の授業以外で、１日に運動やスポーツをして
いる１人当たりの時間

2121 学校教育施設の充実 ICTを活用して授業を行っている教員の割合

全国学力・学習状況調査（学校質問紙）において、
「前年度に教員が大型提示装置等（プロジェク
ター、電子黒板等）のＩＣＴ機器を活用した授業をほ
ぼ毎日行った」と回答した教員の割合

2122 安全対策と教育機能の充実
大規模災害等を想定した避難訓練を行ってい
る学校の割合

地震に関する避難訓練の調査において、子どもや
教職員が主体的に行動できる場面を想定した訓練
を実施した学校の割合
（「実践的な避難訓練」とは、毎年定期的に実施し
ている避難訓練とは別に、実施日時を事前周知せ
ず、避難ルートに障害物を設置するなどして、児童
生徒が自ら考えながら避難行動を行うための訓
練）

2123 教員の資質向上と教育指導体制の充実 - -

2211 学校・家庭・地域の連携・協働の推進
学校・家庭・地域が連携・協働している小学校
の割合

香川県学習状況調査において、「地域学校協働本
部やコミュニティ・スクールなどの仕組みを生かし
て、保護者や地域の人との協働による活動を行い
ましたか」との質問に、「よく行った」と回答した小学
校の割合

2212 青少年の健全育成の推進
市民活動団体と健全育成団体が連携できた
地域数（累計）

防犯ボランティア団体と地域の健全育成団体等が
見守り活動や巡視活動において連携できた地域数

2221 学習機会の充実
生涯学習センターとコミュニティセンターの講
座の参加者数

生涯学習センター主催講座とコミュニティセンター
主催講座の延べ参加者数

2222 学習施設・機能の充実 市民１人当たりの図書館資料の貸出数
図書館において、市民一人が１年間に借りる図書
館資料（視聴覚資料、電子図書等を含む）の冊数

2311 人権啓発の推進
人権啓発イベント参加者の人権問題の理解
度

人権啓発イベント参加者アンケートで「人権問題の
理解が深まった」と回答した人の割合

2312 人権教育の推進 - -

2313 平和意識の普及啓発
平和意識啓発イベント参加者の平和意識の
向上度

平和意識啓発イベント参加者アンケートで「平和意
識が高まった」と回答した人の割合

2321 男女共同参画の推進 女性の社会進出が進んだと思う市民の割合
「女性の社会進出が進んだ」と回答した市民の割
合

2322 ユニバーサルデザインの普及啓発 - -

2323 多文化共生の推進 多文化共生が重要と考える市民の割合 多文化共生が重要と考える人の割合

2 人を育み、多様
な生き方が尊
重されるまち

21 個性を伸ばし、
一人ひとりが輝
く教育の充実

211 学校教育の充実

23 多様性を尊重
する社会の確
立

231 人権尊重・平和意識の普及・高揚

232 誰もが活躍できる環境の形成

212 学びを支援する教育環境の充実

22 生涯にわたり
学べる社会の
実現

221 家庭・地域の教育力の向上

222 生涯学習の推進
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指標名 指標の説明まちづくりの目標 政策 施策 取組方針

経営状況が安定している事業者の数（法人市
民税法人税割の対象法人数）

黒字の法人に課税される、法人市民税法人税割
の対象法人数。（これが増えることは、経営状況が
安定している企業等の増加を表す。）

法人市民税額（法人税割のみ）
法人市民税法人税割の調定額。
（これが増えることは、黒字の企業等の所得の増
加を表す。）

3112 企業誘致・立地の推進 - -

3113 起業・創業支援の充実 - -

3121 生産体制の充実 市内の農業産出額
市町村ごとの農業生産の実態を金額（産出額）で
評価したもの

3122 生産振興と担い手の確保・育成 - -

3123 地産地消の推進
地元の食材を意識して購入している市民の割
合

市内の子育て世帯等が、家庭で調理するための地
元産食材を意識的に購入している割合

3124 生鮮食料品等の流通強化 - -

3131 就業支援の推進
正社員の求人数のうち充足された求人の割合
（正社員の充足率）

正社員の求人数のうち、充足された求人の割合

3132 勤労者福祉の充実

国が実施する各種制度の認定企業数
（「えるぼし・プラチナえるぼし」、「トライくるみ
ん・くるみん・プラチナくるみん」、「ユースエー
ル」、「もにす」、「ホワイトマーク」)

「えるぼし・プラチナえるぼし」、「トライくるみん・くる
みん・プラチナくるみん」、「ユースエール」、「もに
す」、「ホワイトマーク」の認定企業数

3211 シティプロモーションの強化 地域ブランド調査における「魅力度」

ブランド総合研究所が実施する「地域ブランド調
査」の魅力度ランキングの順位

※下関市参照

3212 関係人口の創出・拡大 - -

3213 特産品の育成・振興
交流拠点施設「高松盆栽の郷」における売上
高

国内唯一の盆栽の展示・即売施設である「高松盆
栽の郷」の売上金額

3221 観光資源の掘り起こしと磨き上げ 主要観光地の来訪者数
本市の主要観光地年間利用者数
（屋島山上・塩江温泉郷・玉藻公園・栗林公園）

3222 おもてなし環境の充実 - -

3223 MICE誘致・都市間交流の推進 MICEの開催件数
（公財）高松観光コンベンション・ビューロー報告の
「コンベンション統計」における年間開催件数

3231 移住の促進 ２０～３９歳の県外への転出超過数
20～39歳の県外からの転入者数と県外への転出
者数の差

3232 定住の促進 居住３年未満で５０歳未満の市民の定住意向
市民満足度調査において「ずっと住み続けたい」
「住み続けてもよい」と考えている、居住３年未満
かつ50歳未満の市民の割合

3311 「アート・シティ高松」の推進 文化芸術イベントの参加者数 地域で実施する文化芸術の普及活動への参加者

3312 文化財の保存と活用 文化財施設の入場者数

史跡高松城跡玉藻公園、高松市歴史資料館、高
松市石の民俗資料館、高松市香南歴史民俗郷土
館、高松市讃岐国分寺跡資料館、菊池寛記念館
の年間利用者数

3321 スポーツに親しむ環境の充実 市有スポーツ施設の利用者数
高松市スポーツ施設条例別表第１及び別表第２に
規定する市スポーツ施設の延べ利用者数

3322 スポーツを通じた地域の活性化 市民参加型スポーツイベントの参加者数
市が主催する市民参加型スポーツイベントの延べ
参加者数

3111 中小企業等の育成・振興

312 農林水産業の振興

313 就業環境の充実

3 魅力ある資源
をいかし、都市
の活力を創造
するまち

31 人と活力であ
ふれる産業の
振興

311 商工業の振興

32 地域活力の創
造

321 高松ブランドの向上

322 観光振興と交流の推進

323 定住人口の拡大

33 文化芸術・ス
ポーツの振興

331 文化芸術の創造と継承

332 スポーツの振興
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指標名 指標の説明まちづくりの目標 政策 施策 取組方針

4111 防災・危機管理体制の充実 - -

地域における防災訓練の実施率 防災訓練を実施した地域の割合

地域コミュニティ継続計画の策定率 コミュニティ継続計画が策定されている地域の割合

4113 災害に強い社会基盤の整備 - -

4121 健康危機管理体制の充実
新興感染症に対応するための訓練の実施回
数

平時から、流行時に対応できる体制を確保するた
めの訓練を実施した回数

4122 感染症の予防・拡大防止
予防接種率（第２期麻しん風しん混合ワクチ
ン）

平成27年に国内で排除が認定された麻しんについ
て、定期予防接種の対象となる子どもが予防接種
した割合

4211 消防力の充実 人口１万人当たりの出火件数（出火率） 人口１万人当たりの出火件数（暦年）

4212 救急・救助活動の推進 救急講習の受講者数
住民を対象とした普通救命講習をはじめ、各種救
急講習会の受講者数

4213 消防団の充実 - -

4221 交通安全対策の推進 人口１０万人当たりの交通事故による死者数
県警交通事故統計資料による（市町別交通事故発
生状況）

4222 防犯対策の充実 刑法犯認知件数
県警統計資料「数字で見るさぬきの安全」による
（市町別刑法犯認知状況）

4223 水の安定供給 - -

4224 消費生活の安定と向上 - -

4231 生活衛生対策の推進
人口１０万人当たりの食中毒患者数の全国平
均との比較

食中毒患者罹患率(10万人あたりの食中毒患者
数)の全国での相対的位置（本市で発生した患者
数が全国平均より少ないと1未満になる）

4232 動物愛護管理の推進 犬・猫の殺処分数
本市において、元の飼い主への返還や、新しい飼
い主への適正譲渡ができず、やむを得ず殺処分と
なる犬猫の数

4311 住まい・住環境づくりの推進 配慮を要する人のための住宅登録戸数
低所得者・障害者・高齢者等の住宅確保要配慮者
が安心して入居できる、法の基準（床面積・耐震
性・居住環境整備等）に適合する住宅の戸数

4312 住宅の安全性の向上 - -

4313 空き家の管理と利活用の促進 マッチングにつながった空き家等の数
所有者の方から同意を得た空き家等の情報を、宅
地建物取引業者へ提供することで、不動産取引に
つながった空き家、空き地の物件数

4321 老朽化対策の推進
計画期間（H２９～R３）内の橋りょう修繕等着
手率

H29～R3に点検した橋りょうのうち、修繕等の措置
が必要な橋りょうに着手した割合

4322 道路整備の推進
幅員４ｍ以上に拡幅整備した市道の総延長距
離

市道のうち、幅員４ｍ以上に拡幅整備済みの市道
の総延長距離

4331 景観の保全と創出
景観に影響を及ぼす建築物や開発行為等の
数

景観法に基づき、景観形成に影響を及ぼす規模
で、届出の対象となる建築物や開発行為等のう
ち、事前の届出が無いまま施工された件数

4332 公園・緑地の充実 公園・緑地の質の向上を図った件数（累計）

快適で使いやすい施設等の改修による高質化や、
民間活力の導入による利用者ニーズに対応した休
憩、景勝施設等の運営により、魅力向上を図った
公園や道路の数

4341 汚水処理の推進 生活排水処理施設が利用できる市民の割合
下水道、農業集落排水施設、合併処理浄化槽、コ
ミュニティ・プラントなど生活排水処理施設の整備
状況を表す指標（汚水処理人口普及率）

4342 下水道施設の維持・更新 改築・更新した下水道管きょの総延長距離
下水道ストックマネジメント計画に基づき、改築・更
新を実施した管きょの延長

42 安全・安心が
守られる社会
環境の充実

421 消防・救急体制の充実

422 安全・安心な暮らしの確保

4 安全・安心に暮
らせるまち

41 災害・パンデ
ミックに強い社
会の形成

411 防災・減災対策の充実

423 生活衛生の向上

43 暮らしを支える
生活環境の向
上

431 居住環境の充実

432 道路・橋りょうの整備

433 景観形成の推進

4112 地域防災力の向上

412 健康危機への対応力の強化

434 汚水対策の推進
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指標名 指標の説明まちづくりの目標 政策 施策 取組方針

5111 計画的な土地利用の推進 居住誘導区域内の人口密度 居住誘導区域内の人口密度

5112 都市機能の充実と集積促進
機能集積を目的としたまちづくり制度の活用
件数

再開発事業や地区計画制度などの活用件数

5113 シーフロントの形成 - -

5121 誘客力と回遊性の向上 中央商店街における歩行者通行量（全日） 中央商店街15地点での全日の平均値

5122 中央商店街の活性化 中央商店街における空き店舗率
中央商店街6月、12月調査における空き店舗率の
平均値

5211 公共交通ネットワークの再構築 市内公共交通機関（電車、バス）の利用率
人口に占める公共交通利用者※の割合
※JR四国、ことでん、ことでんバスの市内1日当た
りの利用者数

5212 道路ネットワークの充実 - -

5213 自転車の利用環境の向上 レンタサイクルの利用者数 1年間のレンタサイクルを利用した延べ人数

高松空港の利用者数
高松空港を離発着する定期航空路線の年間利用
者数

高松港コンテナターミナル取扱量
高松港における、年間コンテナ取扱個数（20フィー
トコンテナ換算）

5222 広域鉄道ネットワークの整備促進 - -

本市域の温室効果ガス排出量 本市で排出される年間の温室効果ガスの排出量

市内における太陽光発電システムの発電総
容量

本市における太陽光発電システムの導入量（FIT、
FIP対応分）

5312 脱炭素型ライフスタイルの普及促進 - -

5313 グリーントランスフォーメーション（GX）の推進 - -

5321 ごみの減量・資源化の推進 １人１日当たりのごみ排出量 ごみ総量に対する1人1日当たりの排出量

5322 廃棄物処理の推進 リユースに努めている市民の割合
市民アンケートにおいて「不用品のリユースに努め
ている」と回答した割合

5323 環境意識の醸成 - -

5 都市機能と自
然が調和し、快
適さと利便性を
兼ね備えたまち

51 機能性の高い
都市空間の形
成

511 コンパクトシティの推進

512 中心市街地の活性化

5221 空港・港の拠点機能の充実

53 環境と共生す
る脱炭素社会
の実現

531 ゼロカーボンシティの実現

5311 再生可能エネルギーの導入拡大

532 循環型社会の形成

52 交流・連携を支
える都市交通
の充実

521 地域交通ネットワークの充実

522 広域交通ネットワークの充実
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指標名 指標の説明まちづくりの目標 政策 施策 取組方針

法人化したコミュニティ協議会の数
任意団体からNPO法人や一般社団法人など法人
化したコミュニティ協議会の数

自治会加入率
市内の世帯のうち、自治会に加入している世帯の
割合

6112 コミュニティ活動拠点の充実 - -

6121 市民参画の推進 たかまつホッとLINEの登録者数 同左

6122 市民との協働の推進 市と市民活動団体等との協働取組数 市と各種団体等との協働事業数

6131 多様な交流の促進 定住人口（女木島・男木島） 女木島及び男木島の人口

6132 航路の確保と利便性の向上 定期航路輸送者数（女木島、男木島、大島）
女木島、男木島及び大島と高松本土を結ぶ定期
航路における輸送者数

6141 多様な主体との連携の推進 多様な主体と連携・協力している取組数
企業や大学等の多様な主体と連携・協力している
取組

6142 香川県等との連携の推進 - -

6143 連携中枢都市圏の活性化
瀬戸・高松広域連携中枢都市圏ビジョン成果
指標の達成率

瀬戸・高松広域連携中枢都市圏ビジョの３つの役
割の成果指標の達成率

6211 地域デジタルトランスフォーメーション（DX）の推進
デジタル活用により解決した地域課題の件数
（累計）

地域課題に対してデジタル技術を実装した件数

6212 自治体デジタルトランスフォーメーション（DX）の推進 たかまつデジタル市役所での申請件数

たかまつデジタル市役所に掲載されている汎用電
子申請フォーム、引越し手続きオンラインサービス
及び国がオンライン化を優先的に推進する手続き
で申請のあった件数

6221 効率的・効果的な行政運営の推進 行財政改革計画の実施項目の達成度
実績報告に係る達成度について、評価が「Ａ（８
０％以上達成）」の事業割合

6222 健全な財政運営の推進 - -

6223 職員力の向上
高松市に誇りと愛着を持って仕事をしている
職員の割合

人材育成アンケートにおける「高松への愛着心を
持ち、高松市職員としての誇りや情熱を持ってい
る」において、「強く持っている」「持っている」とした
職員の割合

6 さまざまな主体
がつながり、と
もに力を発揮で
きるまち

61 地域社会を支
える連携・協働
の推進

611 地域コミュニティの自立・活性化

614 連携の推進

62 自立的で推進
力のある行財
政運営の確立

621 スマートシティの推進

622 行財政運営の基盤強化

6111 コミュニティ活動の支援の充実

612 参画・協働の推進

613 離島の振興
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第７次高松市総合計画実施計画（次期たかまつ創生総合戦略）に関する懇談会委員　意見・質問一覧

ページ
施策

番号
施策名 担当課 施策・事業に対する意見・質問など 意見に対する回答

18 1-1-1 子育て支援の充実 子育て支援課

　子育て支援の充実（子育て環境の充実）についてですが、待機児童につい

てはこれまでの取り組みもあり、改善しているように思います。一方で、いわゆる小

1の壁に対する支援が不足しているのではと感じております。例えば、放課後児

童クラブの希望人数が多いところですと、学区内に祖父母がいるだけで申込がで

きないという状況もあります。成果指標として、待機児童だけでなく、放課後児童

クラブに関連する指標も挙げられたらと思います。

　「子育て環境の充実（1112）」に関しましては、いまだ、保育施設等への入

所に関する市民の関心が高いこともあり、「保育施設等の待機児童数」を成果

指標としております。

　本市の放課後児童クラブにおける待機児童対策については、現在、第6次高

松市総合計画の子ども・子育てに関連する分野の、部門別計画として位置づけ

している「第2期高松市子ども・子育て支援推進計画」の中で、目標を設定し、

受皿の確保に取り組んでいるところでございます。

　今後、令和7年度を始期とする「第3期高松市子ども・子育て支援推進計画

（仮称）」におきましても、引き続き取り組んでまいりたいと存じます。

46 3-1-1 商工業の振興 産業振興課

　商工業の振興　3113について、事業承継に関する支援にも触れていただきた

い。

　事業承継につきましては、親族や従業員に事業を譲る場合と、社外の人材が

事業を引き継ぐ場合があるため、本施策においては、「中小企業等の育成・振

興（3111）」や「起業・創業支援の充実（3113）」のいずれにも該当する取

組であることから、明確な表現で記載はしておりませんが、これらの施策を通じて、

その支援に務めてまいりたいと存じます。

59 3-3-1 文化芸術の創造と継

承

文化芸術振興課

　文化芸術イベントの参加者数の目標が、２．５倍程度に設定されており、少

し高い目標ではないかと思いますが、どのような根拠に基づくものでしょうか。

　R5年度の見込値を、H30年度からR4年度までの実績の平均である75,000

人に設定し、そこから毎年20,000人程度増加を目指すこととしておりますが、

H31年度の実績は、140,100人であるため、文化芸術活動を担う人材への支

援やデジタル技術の活用により、本市として文化芸術の創造と継承を推進する

中で、達成可能な目標であるものと考えております。

63 4-1-1 防災・減災対策の充

実

危機管理課

　防災に関する成果指標について、市民による防災訓練等ソフト事業に関する

指標のみですが、行政が行うインフラ整備（4119）に関する指標も追加記載

できないでしょうか。

インフラ整備につきましては、防災・減災対策のみを目的とするものではないた

め、「道路・橋りょうの整備（施策4-3-2）」や「汚水対策の推進（施策4-3-

4）」の指標で進捗を図ってまいりたいと存じます。

82 5-1-2 中心市街地の活性化 都市計画課

　誘客力と回遊性の向上（5121）の文章中、「玉藻公園」は、「栗林公園」

の誤りではないでしょうか。

御意見頂きました栗林公園につきましても、主要観光施設でございますが、本市

の中心市街地区域外に位置しておりますことから、区域内の観光施設として「玉

藻公園」を例示しております。

都市計画課住宅・まち

づくり推進室 　線引き廃止後、分譲開発等が急増し、市街地が拡大したという経緯から、立

地適正化計画の策定や特定用途制限地域の見直し等の対策がとられています

が、30～40代のファミリー層がいざ住宅をとなると、新規分譲地を選択することが

多いのが現状です。空家対策や県外からの移住の促進との関わりを考えながら、

住宅を考えた際に、居住誘導区域内の中古物件を選択肢に入れることができる

制度をつくり、50年後といった長期的な観点から市民の生活利便性を守ることが

必要だと思います。

　空き家の発生は全市的な問題として捉え、中古物件の流通促進の観点か

ら、現在、既存住宅の安全性の証明や高齢世帯の空き家の発生を抑制するリ

バースモーゲージの利用を促す支援制度により、これに対応しているところでござ

います。

　今後、これら制度の利用状況を勘案し必要に応じた見直し等を行いながら、

御意見にもございました、居住誘導区域内の中古物件の利活用が図られる効

果的な取組について、検討してまいりたいと存じます。

政策課

　高度成長期から今日まで、教育（およそ20年）、仕事（およそ40年）、老

後（およそ20年）の3ステップが大きな区切りでした。

今後、人生100年時代を迎えるにあたっては、仕事の期間が50～60年に及ぶ

と予想されます。また。リスキリングをはじめとした、社会人の学びや新しい知識や

スキルの習得が労働人口の流動化を含めて重要になると考えられます。

　その時、当市は、労働人口層に対してのリスキリング、流動化への支援などを

今後の実施計画に織り込んでいく必要があると考えます。

　第1次計画はすでに具体的になっていると思いますので、第1次計画実施のＰ

ＤＣＡのＣの段階で検討いただき、第2次実施計画やその後の実施計画に織

り込んでいただけたらと考えます。　　以上

　人口減少、少子・超高齢化の進行や急激な社会情勢の変化に対応していく

ためには、今後１０年間の取組が極めて重要になると考えております。

　本プランにおきましては、子育て、福祉、教育、産業等、各分野の行政サービ

スを総合的・確実に実施することを基本としながら、人々の働き方の変化や労働

人口の流動化などの社会経済情勢の変化に対する市民ニーズの的確な把握に

努め、限られた人的資源や財源を有効活用できる計画として、推進してまいりた

いと存じます。

政策課

　各実施項目の成果指標について、次ページに記載し、１ページを取っています

が、何か意図がありますか。（スペースがあるのであれば、同一ページの方が一覧

性があり、見やすいと思うのですが、いかがでしょうか。）

　ページ構成につきましては、成果指標の後に主な取組事業、施策を象徴する

取組の写真を今後追加いたします。

　主な取組事業は、令和６年度当初予算に直接関連するものであり、今後の

議会審議を経て決定するため、現時点では除いております。

　また、写真については、冊子のデザイン・体裁に類するものとして、現在調整中

であるため除いております。

　１施策につき、見開き２ページで完結することで、一覧性に優れ、市民にとって

わかりやすい計画となると考えておりますが、頂いた御意見を参考に、よりわかりや

すい表現となるよう今後とも検討してまいりたいと存じます。

7 政策課

　高松市の歳入・歳出内訳のグラフの単位は、百万円の誤りではないでしょう

か。

ご指摘のとおり、７ページ下部にございます「中期財政収支の見通し」の単位に

つきましては誤っておりました。今回お配りしております資料について、修正させて

いただいておりますので、ご確認いただいきたいと存じます。

　【誤】千円　→　【正】百万円

政策課

　全体として、各項目ごとに細かく成果指標を設定することは評価します。

頂いた御意見を参考に、今後とも検討してまいりたいと存じます。
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